
異常豪雨の頻発化に備えたダムの洪水調節機能と情報の充実に向けて

～「異常洪水の頻発化に備えたダムの洪水調節機能に関する検討会」の提言～

参考資料

※本資料は、「異常豪雨の頻発化に備えたダムの洪水調節機能に関する検討会」の提言の内容を補足するため、検討会で使用した資料等をもとにとりまとめたものです。
（本資料に掲載した値は、平成30年11月末時点のものであり、今後の精査等により変更する場合があります）



近年、雨の降り方が変化

0 

5 

1 

2 

1 

0 

5 

3 

0 

2 

1 

2 

7 

4 

1 

2 

0 0 0 

1 

3 3 3 

7 

5 5 

2 

4 

6 

2 

5 

0 

3 

2 2 

5 

2 

6 

2 

4 4 

2 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

1976 1981 1986 1991 1996 2001 2006 2011 2016

（回/年）

1時間降水量50mm以上の年間発生件数（アメダス1,000地点あたり）

1時間降水量80mm以上の年間発生件数（アメダス1,000地点あたり）

1時間降水量100mm以上の年間発生件数（アメダス1,000地点あたり）

※気象庁資料より作成

【台風第10号経路】 【台風第11号経路】

【台風第7号経路】

【台風第9号経路】

①

①

平成28年に北海道・東北
で被害をもたらした

一連の台風

○この30年間で、時間雨量50mmを上回る大雨の発生件数は約1.4倍、時間雨量80mmは約1.7倍、
時間雨量100mmは約1.7倍に増加。

○ これまで比較的降雨の少なかった北海道・東北でも豪雨が発生。
○ 今後も気候変動の影響により、水害の更なる頻発・激甚化が懸念。

1976～1985
平均 1.9回

2008～2017
平均 3.2回

約1.7倍

1

※気象庁資料より作成
※気象庁資料より作成

平成27年9月関東・東北豪雨

平成2９年7月九州北部豪雨

鬼怒川

筑後川水系赤谷川



前提となる気候シナリオ 降雨量変化倍率
（全国一級水系の平均値）

洪水発生確率の変化倍率
（全国一級水系の平均値）

RCP8.5（4℃上昇に相当） 約１．３倍 約４倍

RCP2.6（2℃上昇に相当） 約１．１倍 約２倍

○気候変動により、河川整備の目標としている降雨量が約１．１倍～１．３倍に増加し、洪水の発生
確率が 約２倍～４倍に増加することが予測される。

＜気候変動による将来の降雨量、洪水発生確率の変化倍率＞

※気候変動シナリオは、IPCC（気候変動に関する政府間パネル）第５次評価報告書に用いられているRCPシナリオ。
※降雨量変化倍率は、20世紀末（1951年-2011年）と比較した21世紀末（2090年）時点における一級水系の治水計画

の目標とする規模の降雨量変化倍率の平均値

※洪水発生確率の変化倍率は、一級水系の現在の計画規模の洪水の、現在と将来の発生確率の変化倍率の平均値
※降雨量変化倍率は国土技術政策総合研究所による試算値。洪水発生確率の変化倍率は、各地方整備局による試算値。

治水安全度

時間軸

1/200

現在

1/30

（現行計画の目標）

～ ～

200年に1度
の雨

（1/200）

200年に2度
の雨

（1/100）

現在 気候変動後

1/100

200年

現在の降雨量

気候変動によって増加する降雨量

①河川の改修

河川改修完了
（現行）

②安全度
の低下

（現況）

（気候変動後） ③追加の改修

河川改修完了
（気候変動後）

整備完了までの
期間・費用が増加

発生確率が増加

※降雨量変化倍率のＲＣＰ8.5シナリオ（4℃上昇に相当）は、産業革命以前に比べて全球平均温度が4℃上昇した世界を
シミュレーションしたｄ4ＰＤＦデータを活用して試算

※降雨量変化倍率のＲＣＰ2.6シナリオ（2℃上昇に相当）は、表中のＲＣＰ8.5シナリオ（4℃上昇に相当）の結果を、

日本国内における気候変動予測の不確実性を考慮した結果について（お知らせ）「環境省、気象庁」から得られるRCP8.5、RCP2.6の関係性より換算

現在 気候
変動後

＜治水施設の整備への影響（イメージ）＞＜気候変動に伴う降雨量の変化（イメージ）＞

＜引用＞

第２回 気候変動を踏まえた治水
計画に係る技術検討会

将来の降雨はさらに激化
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○ 梅雨前線等の影響によって、西日本を中心に全国的に広い範囲で記録的な大雨となり、７月の平年の月降水
量の４倍となる大雨を記録したところがあった。

○ 特に長時間の降水量について多くの観測地点で観測史上１位を更新し、24時間降水量は76地点、48時間降水
量は124地点、72時間降雨量は122地点で観測史上1位を更新した。

48時間降水量の期間最大値（期間2018年6月28日～7月8日）実況天気図（2018年7月7日6時00分時点）

※全国の気象観測所は約1,300箇所

※気象庁HPを基に作成

■観測史上1位を
更新した観測地点
数

梅雨前線が停滞、台風から湿った空気が供給 広い範囲で記録的な大雨

124 122

3

平成30年7月豪雨による降雨（概要）



国土交通省が所管する
５５８ダムのうち、
２１３ダムにおいて防災操作
（洪水調節）を実施。

ダムで洪水を貯留することによ
り、下流河川の水位を低下させ、
流域の被害軽減・防止効果を発
揮。

なお、８ダムで、異常洪水時防
災操作を実施。

4

平成30年7月豪雨 国土交通省所管ダムの防災操作（洪水調節）の状況

日吉ダム

（水資源機構）

一庫ダム

（水資源機構）

岩屋ダム

（水資源機構）

鹿野川ダム

（四国地方整備局）

野村ダム

（四国地方整備局）

野呂川ダム
（広島県）

河本ダム

（岡山県）
のろがわ

こうもと

のむら

かのがわ

ひとくら

ひよし

いわや

引原ダム

（兵庫県）

ひきはら

【凡例】

：防災操作（洪水調節）を実施したダム

：異常洪水時防災操作を実施したダム

：防災操作（洪水調節）を実施していないダム

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の精査等により変更する場合があります。



流入量と放流量

4,114万m3を貯留

状況写真

▽増水前 貯水位552.75m

▽増水後 貯水位559.11m

撮影日 H30.7.8

ダムからの放流量
２２４m3/s

ダムへの流入量 最大約７９６ｍ3/ｓダム下流において最大約５７２ｍ3/s
（約7割）の流量を低減

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の精査等により変更する場合があります。

流域平均累加雨量 660mm 4日1:00～8日6:00
流域平均最大時間雨量 29.1mm 6日18:00～19:00

朝日地点 （九頭竜ダムから下流約５km）

朝日地点における水位低減効果

位置図

九頭竜ダム

朝日地点

○平成３０年台風７号および発達した梅雨前線に伴う豪雨により九頭竜川上流域では、７月４日から７月８日にかけ
て、総雨量が660mmを超える降雨となり、九頭竜ダムへの流入量が今年度最大となる約796m3/s を記録。

○九頭竜ダムでは約４,１１４万ｍ3の洪水を貯留し、ダム下流朝日地点（大野市 朝日付近）の河川の流量を約１／３
に低減し、最高水位を約０．９ｍ低減。
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くずりゅう くずりゅう くずりゅう

くずりゅう

おおの

九頭竜川水系九頭竜川（福井県）における九頭竜ダムの洪水調節



江の川水系（広島県）における土師ダム、灰塚ダムの洪水調節
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ダムが無かった場合の水位

尾関山観測所水位

実績水位
13.37m

ダムが無かった場合の水位
14.16m

ピーク水位時に約80cm水位を低下

○梅雨前線の影響により、土師ダム上流で流域平均累加雨量約296mm (7月5日(木)4:00から7日(土)14:00)、灰塚ダム上流で 流域平均累
加雨量約352mm(7月5日(木)4:00から7日(土)14:00)を記録し、尾関山水位観測所では計画高水位を超過。

○土師ダムでは、ダムへの流入量が最大で毎秒約630m3に達し、このとき毎秒約280m3の洪水をダムに貯留。
○灰塚ダムでは、ダムへの流入量が最大で毎秒約820m3に達し、このとき毎秒約550m3の洪水をダムに貯留。
○この結果、広島県三次市三次町付近の江の川の水位を約80cm低減させることができたものと推定。仮に２つのダムが防災操作を実施してい
なければ、計画高水位を大幅に上回る出水となり、沿川で大きな被害が発生していたものと推定。

土師ダムの調節効果
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最大流入量
毎秒約630m3

最大流入時の放流量
毎秒約350m3

最大流入時調節量
毎秒約280m3

防災操作により
ダムに貯めた水量

約1,750万m3

灰塚ダムの調節効果

上流２ダムによる効果（尾関山水位観測所付近）

三次市三次町

堤防法線

江の川

土師ダム・灰塚ダムが無かった場合の
氾濫シミュレーション（例：三次市街地）

西城川

馬洗川

尾関山水位観測所付近の水位

計画高水位 13.36m
▽実績水位 13.37m

▽ダムが無かった場合の水位 14.16m
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最大流入量
毎秒約820m3

最大流入時の放流量
毎秒約270m3

最大流入時調節量
毎秒約550m3

防災操作により
ダムに貯めた水量

約2,700万m3

【被害想定】
・浸水面積：約46ha
・浸水家屋：約660戸洪水の状況（尾関山水位観測所付近）

は じ はいづか

み よ し し み よ し まち

お ぜき やま

土師ダム・灰塚ダムの貯留により、
尾関山地点で約80cm水位を低減。

破堤箇所

（想定）

平成30年7月6日22時

6

は じごう かわ はいづか

位置図（江の川）

尾関山地点

灰塚ダム
土師ダム

島根県

広島県

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の精査等により変更する場合があります。



小瀬川水系小瀬川（広島県）における弥栄ダムの洪水調節

○弥栄ダムの流域では、7月5日から7月7日にかけて梅雨前線の影響によ
る豪雨により、ダム上流域での流域平均雨量は369mmを記録。

○弥栄ダムでは、ダムへの流入量が最大で860㎥/sに達し、
このうち毎秒約560㎥の洪水をダムに貯留。

○この結果、山口県岩国市小瀬の小川津地点（弥栄ダム下流2.5km地点）
の水位を約2.4ｍ低減させる効果があったと推定され、
危険箇所の浸水を回避。

○仮に、ダムが特別防災操作をしていなければ、氾濫により
約3.8ha・26戸の浸水被害が発生していたものと推定。

約2.4m低減

小川津水位観測所付近の状況

ダム無しの水位：7.25m

弥栄ダムによる効果（弥栄ダムより2.5km下流小川津地点）

ダムがなかった場合の水位 約７.２５m
国道186号

約２．４m

記録した最高水位 ４.８６m 【7月7日4:10】

県道135号
氾濫危険水位 6.2m
避難判断水位 5.7m

氾濫注意水位 4.0m

水防団待機水位 2.6m

小川津橋

山陽新幹線
小瀬川橋梁

比作地区

小川津地区

小川津地点横断

ダムがなかった場合の氾濫シミュレーション

浸水面積：3.8ha

浸水戸数：26戸

浸水エリア

11k600

11k400

11k200 11k000

10k800

10k600

11k800

12k000

12k000

11k800

11k600

11k400

11k200
11k000

10k800

10k600

国道186号

7/5 7/6 7/7

雨の状況
[mm] [mm]

時間雨量
累計雨量

流域平均総雨量369mm

洪水調節実績図
[m3/s] [m]

流入量
放流量
貯水位

7/5 7/6 7/7

最大流入量860m3/s

最大放流量300m3/s

ダム貯留量2,122万m3

ダム貯水位（７日１４時時点）ダム貯水位（通常時）

今回の洪水のダムへの貯留状況

7

おぜがわ おぜがわ やさか

やさか

おぜ おがわづ

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の精査等により変更する場合があります。



淀川水系猪名川（兵庫県）における一庫ダムの洪水調節
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○活発な梅雨前線の影響により、まとまった降雨が断続的に発生。一庫ダム流域における累加雨量は
551mm、最大日雨量は330mm（7月5日）を記録し、ともに観測開始以来最大。特に最大日雨量は、ダムの計
画雨量263mmを超える豪雨。

○洪水時最高水位に迫る水位まで貯水池を活用して洪水調節を行い、総量約1,600万m3の洪水を貯留。ダム
への最大流入時に下流へ流す水量を約8割低減させ、浸水被害を軽減。

○また、ピーク流量の発生時刻を約19時間遅らせて避難時間を確保することに貢献。

洪水貯留開始前の貯水池
（7月2日10時頃）

洪水時最高水位に近づく貯水池
（7月6日 17時頃）

約19時間

最大時間雨量33.0mm

累加雨量551mm

淀川水系７ダム等の施設位置
図

日吉ダム

亀岡(保津橋）地点

淀川三川合流点

布目ダム

高山ダム

室生ダム

青蓮寺ダム

大阪府

兵庫県

京都府

奈良県

三重県

滋賀県

琵琶湖

大阪市

京都市

桂川下流部の
越水箇所

嵐山地点

一庫ダム

(

大阪府

兵庫県

京都府

奈良県

三重県

滋賀県

大阪市

京都市

琵琶湖

流域平均雨量（1日）

H30.7 計画実績最大
S58.9

計画の1.3倍

263
mm

215
mm

330
mm

一庫ダム流域平均雨量

一庫ダム洪水調節実績図

下流へ流す水量を

約8割低減ダムに貯留した総量約

1,600万m3

最高到達水位
EL. 150.90m

最大流入量
625.54m3/s

最大放流量
332.46m3/s

洪水貯留準備水位

時
間
雨
量
（
㎜
）

累
加
雨
量
（
㎜
）

ひとくらいながわ

8※本資料の数値等は速報値であるため、今後の精査等により変更する場合があります。



○活発な梅雨前線の影響により、断続的に４回の豪雨が発生し、２日間の累加雨量は観測史上最大。
河川流量が最大となった３回目の豪雨時には、日吉ダムの洪水調節によって約９割の流量低減。

○４回目の豪雨前に日吉ダムは満杯に近づいたが、それまで河川水位を大幅に低下させていたことや、
その後も洪水調節を継続したことから、亀岡市や京都市嵐山付近の被害を大幅に軽減。

○また、日吉ダムの洪水調節により、洪水ピーク時刻を大幅に遅らせたことや、河川水位予測の迅速な情報提
供により、避難時間を確保することに貢献。
※桂川では、平成25年９月に今回と匹敵する（今回の方が大きい）豪雨が発生し大規模な浸水被害が発生したが、その後の
河道掘削等の緊急治水対策の結果、今回は大幅に被害を軽減。

洪水貯留開始直後の貯水池の状況
（7月5日8時頃）

洪水時最高水位に近づく貯水池の状況
（7月6日10時頃）

洪水時最高水位 201m 最大流入量 毎秒 約1,260m3/s

約16時間

下流へ流れる水量を約9割低減

次の洪水に備え、

水位低下操作を実施

7/5 0:00 12:00 7/6 0:00 12:00 7/7 0:00 12:00

淀川水系７ダム等の施設位
置図

日吉ダム

亀岡(保津橋）地点

淀川三川合流点

布目ダム

高山ダム

室生ダム

青蓮寺ダム

大阪府

兵庫県

京都府

奈良県

三重県

滋賀県

琵琶湖

大阪市

京都市
桂川下流部の

越水箇所

嵐山地点

日吉ダム

(

大阪府

兵庫県

京都府

奈良県

三重県

滋賀県

大阪市

京都市

嵐山地点

琵琶湖

ピーク時刻を約16時間
遅らせ避難時間を確保

流域平均雨量（48時間）

H30.7 計画H25.9

計画の1.2倍

349
mm

345
mm

421
mm

約22ｍ

時間雨量（計画以内）
時間雨量（計画以上）
累加雨量

淀川水系桂川（京都府）における日吉ダムの洪水調節

97/5 0:00 12:00 7/6 0:00 12:00 7/7 0:00 12:00

かつらがわ ひよし

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の精査等により変更する場合があります。



木曽川水系飛騨川（岐阜県）における岩屋ダムの洪水調節
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流
量

(m
3/

s)

貯
水

位
（

EL
m

)

貯水位

平常時最高貯水位

洪水時最高水位

流入量

全放流量

洪水時最高水位 EL.424.0m

7/5 7/6 7/7 7/8 7/9

平常時最高貯水位 EL.411.0m

洪水貯留開始前の貯水池の状況
（7月4日9時頃）

洪水時最高水位に近づく貯水池の状況
（7月8日 15時30分頃）

下流へ流す水量を約

4割低減

最大時間雨量31.3mm

累加雨量772mm

○活発な梅雨前線の影響により、まとまった降雨が断続的に発生。岩屋ダム流域における7月4日０時～7月8
日13時までの累加雨量は772mmに達する観測以来最大の豪雨（過去の最大は平成11年9月の532mm）。

○洪水時最高水位に迫る水位まで貯水池を活用して洪水調節を行い、総量約5,900万m3の洪水を貯留。ダム
への最大流入時に下流へ流す水量を約4割低減させ、浸水被害を軽減。

○また、ピーク流量の発生時刻を遅らせて避難時間を確保することに貢献。

ダムに貯留した総量約

5,900万m3

最高到達水位
EL. 423.79m

最大流入量
1,339.86m3/s

最大放流量
945.44m3/s

岩屋ダム洪水調節実績図

岩屋ダム流域平均雨量

時
間
雨
量
（
㎜
）

累
加
雨
量
（
㎜
）

いわや

10

ひだがわ

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の精査等により変更する場合があります。



○頻度の高い、ある程度の規模の洪水に対しては、河川改修で流下能力を確保。
○それを超える、頻度の低い大規模な洪水に対しても、河川改修のみで安全確保を図ろうとすると、

まちを大きく改変する河川改修が必要となる。
○そのため、ダムによる洪水貯留と河川改修を組み合わせて治水対策を実施。

【参考】河川改修とダムの役割分担イメージ

11

流
量

時間

ダムから補給

ダム

河川改修

ダムから補給

渇水
（ダムで対応）



【参考】ダムの防災操作（洪水調節） （１）

流量

時間

ダ ム に
貯 留

ダ ム に
貯 留

▽ 洪水時最高水位（サーチャージ水位）

△平常時最高貯水位（常時満水位）

堆砂容量

利水容量

ダムに貯留

堆砂容量

利水容量

ダムに貯留

△ 洪水時最高水位
（サーチャージ水位）

流量

時間

ゲートを操作して
放流量を調整

通常の防災操作（洪水調節）
（計画）

異常洪水時防災操作

ダムへの
流 入 量

ダムへの
流 入 量

計画規模
の 洪 水

流入量

放流量

ゲート

ゲート

ダム流下量
（放流量）

ダム流下量
（放流量）

△平常時最高貯水位（常時満水位）

12



【参考】ダムの防災操作（洪水調節） （２）

【a:計画規模未満の洪水】 【b:計画規模の洪水】流
量

時間

ダムへの
流 入 量

ダムの容量に
余裕あり

時間

ダ ム に
貯 留

ダ ム 流 下 量
（ 放 流 量 ）

ダ ム
に
貯 留

時間

ダ ム に
貯 留

流
量

時間

ダムの容量を
ほぼ使い切る

ダム流下量
（放流量）

ダムへの
流 入 量

13

【c:計画規模を上回る洪水（異常洪水時防災操作）】

① 安全な流量が流れているうちに避難が可能
② ピーク時刻を遅らせて避難時間を確保
③ 流入量と同程度の流量となるが、それまでに河川
水位を低減させていたこと等から被害を軽減

流量

時間

ダムに
貯 留

計画規模
の 洪 水

①

③

ダ ム へ の
流 入 量

ダム流下量
（放流量）

②
ピーク時間を遅らせる
（避難時間を確保）



【参考】洪水貯留準備操作（事前放流）

▽ 洪水時最高水位（サーチャージ水位）

▽ 平常時最高貯水位（常時満水位）

洪水貯留準備操作（事前放流）
により洪水調節容量を確保

洪水調節容量

利水放流管
【放流能力 小】

利水容量

堆砂容量

洪水吐
【放流能力 大】

①「平常時最高貯水位（常時満水位）」までの間で貯水位を管理し、
洪水調節容量を確保しつつ、利水容量にある貯留水を使って必要な利
水補給（上水道用水、工業用水、農業用水等）をダムから行う。

②記録的な大雨が予測された場合などに、利水者の協力のもと、利
水容量に貯留している水の一部を洪水前に放流（洪水貯留準備操
作）し、一時的に洪水調節容量を増加させ洪水に備える。

②洪水前③洪水中

③通常の洪水調節容量よりも多い容量を確保できているため、ダム
から下流に流す水量をより長く低減することが可能。

ダム容量の内訳

▽ 平常時最高貯水位（常時満水位）

▽ 洪水時最高水位（サーチャージ水位）
▽ 洪水時最高水位（サーチャージ水位）

▽ 平常時最高貯水位（常時満水位）

▽ 洪水時最高水位（サーチャージ水位）

▽ 平常時最高貯水位（常時満水位）

14

①平常時



野村ダム

大洲市

内子町

伊予市 砥部町

西予市

鹿野川ダム
山鳥坂ダム
（建設中）

平成30年7月豪雨における肱川流域の気象等の概要

○ダムへの最大流入量は野村ダムで1,942m3/s（第2位806m3/s）、鹿野川ダムで3,776m3/s（第2位2,244m3/s)とな
り、ダム運用開始以降最大を大きく上回る流入量を記録。

○大洲第二水位観測所（肱川橋）では、7日5時00分に避難判断水位（4.80m）、7日8時20分に氾濫危険水位
（5.80m）を超えて更に上昇し、12時20分に観測史上最高となる8.11mを観測。

大洲第二地点（基準点）水位

大洲第二
基準点

（肱川橋）

野村ダム最大流入量

野村ダム地点累計雨量

（
m

m
）

（
m

3
/
s）
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のむら かのがわ

おおづ

ひじかわ

東大洲地区

菅田地区

野村地区

【肱川流域の概要】
〈肱川〉

・流域面積：1,210km2
・流路延長：103km

〈野村ダム〉
・集水面積：168km2

（肱川流域の14%）
〈鹿野川ダム〉

・集水面積：513km2
（肱川流域の42%）

ひがしおおず

すげた

のむら

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の精査等により変更する場合があります。



野村ダム・鹿野川ダムの操作規則

変更後の操作ルール（H8～）

○ダム運用開始時（従来）の操作規則は、大規模な洪水を対象とした一定率一定量方式による洪水調節方式を
採用していたが、平成７年７月の洪水を期に、中下流部の堤防整備が十分でない状況を踏まえ、頻繁に発生
する中小規模洪水に対してダムの洪水調節能力を有効に活用し、流域における当面の洪水被害軽減を図る
ことを目的に、一定量後一定開度方式に変更。（平成8年6月）

従来の操作ルール（管理開始～）

野村ダム

鹿野川ダム

平成7年7月洪水発生

16
※一定量後一定開度方式：一定の流量の放流の後ゲートを一定の位置（開度）にとどめておき、開度変更を行わない方式（その間は自然調節と同じ状態）。
※変更後の操作ルールでは、計画洪水（従来の操作ルールにおける計画流入量）が流入すると、異常洪水時防災操作に移行することとなる。

のむら かのがわ

ダムへの流入量ピーク

ダムへの流入量が最

大となる時までゲー

ト開度を保つ

ゲートの操作後、ダムへの流入

量が減少しはじめた時以降は、

ダムへの流入量がダム流下量

（放流量）と等しくなる時まで

ゲート操作中の最大放流量の水

量を放流

流量

時間

4割容量(EL167.9mまでの容量)

4～8割容量(EL167.9～169.4mの容量)

残2割容量(EL169.4～170.2mの容量)

300m3/s

400＋αm3/s

ダム流下量（放流量）ダムへの流入量

ダムへの流入量が増

加中に水位が標高

167.9mになると、すみ

やかにダム流下量

（放流量）を400m3/s

まで上げる 400m3/s

ダムへの流入量ピーク

ダムへの流入量

ダムへの流入量が増加中に

水位が標高84.0mになると、

すみやかにダム流下量（放

流量）を850m3/sまで上げる

ダムへの流入量が最大とな

る時までゲート開度を保つ

流量

時間

予備放流

4割容量(EL84.0mまでの容量)

4～8割容量(EL84.0～87.5mの容量)

残2割容量(EL87.5～89.0mの容量)

600m3/s

850＋αm3/s

ゲートの操作後、ダムへの流入量が減

少しはじめた時以降は、ダムへの流入

量がダム流下量（放流量）と等しくな

る時までゲート操作中の最大放流量の

水量を放流

ダム流下量（放流量）

850m3/s

ダムへの流入量ピーク

ダム流下量
（放流量）

ダムへの流入量

流量

時間

1000m3/s

500m3/s

1300m3/s

ダムへの流入量ピーク

ダム流下量
（放流量）

ダムへの流入量

流量

時間

1500m
3
/s

600m3/s

2750m
3
/s



肱川水系肱川（愛媛県）における野村ダムの防災操作（洪水調節）

17

のむら

せいよ

のむらひじかわ ひじかわ

野村ダム

愛媛県

流域平均雨量（48時間）

H30.7 計画

計画の
約1.2倍

340
mm

419
mm

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の精査等により変更する場合があります。

○活発な梅雨前線の影響により、野村ダム上流域の２日間の累加雨量は計画の降雨量を超過。

○野村ダムでは、洪水３日前の７月４日から事前に水位を低下させ、通常の洪水調節容量350万m3に250万m3を
加えた600万m3の容量を確保しており、洪水時には650万m3を貯留。

○７月６日22時10分に洪水調節の開始を関係機関に連絡し、 ７日3時11分にその時点のダムの操作に関する予
測情報を連絡し、3時37分に「6時20分頃には異常洪水時防災操作を開始する見込み」である旨を管理所長から
西予市野村支所長にホットラインにより伝達。5時10分には西予市より避難指示が発令され、防災無線により各
戸及び屋外のスピーカーにより繰り返し放送される。5時15分には住民への周知のため、警報所のサイレンの吹
鳴、警報所及び警報車のスピーカーによる注意喚起を実施。

洪水時最高水位 170.2m
最大流入量 毎秒約1,940m3管理開始以降最大）

1時間に50mmをこえる
非常に激しい雨

流入量

放流量

貯水位

● ﾎｯﾄﾗｲﾝ

7月4日から事前に水位を低下
7/4  21:02 情報提供実施
7/5 10:05 情報提供実施
7/6 10:22 情報提供実施

計画高水流量（1,300m3/s)

避
難
指
示

発
令

累加340mm超過

累加340mm超過

7/6 22:10 洪水調節開始の連絡

3:11 ダムの予測
情報連絡

3:37 6時20分頃開
始する見込み 5:15 放流警報による注意喚起

5:10
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※本資料の数値等は速報値であるため、今後の精査等により変更する場合があります。

○通常の貯水位よりも約3.5ｍ下げて通常の約1.7倍の洪水を貯留する容量（約600万m3）を確保。
○今回、洪水時最高水位を超え、設計洪水位（EL. 171.5m）にせまるEL.170.83mまで貯留。

堆砂容量

利水容量

洪水調節容量 350万m3

利水容量（A特定灌漑、W上水）
920万m3

〈内訳〉 A：780万m3 、W：140万m3

堆砂容量 330万m3

追加確保容量 250万m3

ゲート敷高 EL.157.9m

洪水貯留準備水位 EL.166.2m

洪水時最高水位 EL.170.2m

異常洪水時防災操作開始水位 EL.169.4m

野村ダム

クレスト
ゲート

ゲート敷高 EL.136.6m

コンジット
ゲート

最大流入量時の貯水位 EL.170.83m

今回の洪水貯留開始水位 EL.162.74m

洪水貯留（約６５０万m3、約８ｍ）

約3.5m

天端道路 EL173.0m = ダム天端高

設計洪水位 EL.171.5m
【容量配分図】

通常の貯水位よりも約3.5ｍ下げて
通常の約1.7倍の洪水を貯留する容
量（約600万m3）を確保

堆砂容量

利水容量

【参考】 野村ダムの洪水貯留イメージ
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※設計洪水位：想定される最大の洪水が発生した時の流量を設計洪水流量といい、そのときの貯水池の水位を設計洪水位という。
※洪水時最高水位：洪水時、一時的に貯水池に貯めることが出来る最高の水位。 サーチャージ水位ともいう。
※異常洪水時防災操作開始水位：ゲートなど機械式放流施設を持っているダムで、貯水位が洪水時最高水位を超えると予測される場合、貯水位に応じてゲートを操作

し、放流量を流入量まで増加させる操作を異常洪水時防災操作」といい、その操作を開始する水位。
※洪水貯留準備水位：洪水期に限って平常時最高水位（利水目的のために貯水池へ貯めることの出来る最高水位）よりも水位を低下させ、洪水を迎える水位。



野村ダム 西予市

地 域 住 民

消防団

警報
警報局（サイレン・スピーカ）
警報車
警報表示板 等

防災無線
（各戸、屋外スピーカ）

声かけ・誘導等

通知・情報提供（FAX）【関係機関：県・自治体・ＮＨＫ等】

ホットライン

※操作規則、操作細則

※操作規則、操作細則

避難勧告、避難指示

野村ダムにおける異常洪水時防災操作に係る関係機関等への情報提供の流れ
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サイレンスピーカー警報所

スピーカー警報所
スピーカーLED表示警報所

スピーカー

サイレン

スピーカー

スピーカー

LED表示板

【参考】野村ダム警報区間
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○ダムの下流には、放流警報等を周知する施設として、河川沿いにサイレン、スピーカー、警報板を設置



消防団の動き
（野村地区）

住民の避難状況

西予市の動き

7/3

大雨注意報 大雨警報

ダム管理所の動き ホットライン ホットライン ホットライン

21:02
放流通知（洪水警戒体制、放流開始）

9:00 10:05 11:30

放流通知
（予測最大放流量増加）

10:22

《愛媛県西予市》

放流通知
（洪水調節開始予告）
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次ページに
拡大

●水位低下
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6:35-40頃 浸水開始
（洪水氾濫シミュレーションより（暫定値））

※本資料に掲載した数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります

平成３０年７月豪雨における野村ダムに係る情報伝達等の状況（１）
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5:10

6:53 浸水地区内残留者救出活動

大雨警報

避難所への避難

5:36 声かけ終了

5:15 放流警報（異常洪水時防災操作）

気
象
情
報

ダ
ム
の
動
き

7/9 9:55解除
《愛媛県西予市》

22:10
放流通知
（洪水調節開始の情報）

2:30

3:11

3:21

3:37

3:42

4:30
4:44 5:50 放流通知（緊急のダム操作に関する事前通知）

6:08

6:20 放流通知（緊急のダム操作開始）

6:36

7:15

12:30
14:30 放流通知
（洪水調節終了）

13:30 放流通知（緊急のダム操作終了）

3:13

3:30 準備指示

3:35

3:15

3:43 4:25

5:10
防災
無線

5:10 声かけ・避難誘導開始

6:01
防災
無線

5:35
防災
無線

5:50 
放流量 約300m3/s

6:30 放流量 約 900m3/s

7:40 流入量ピーク 約1,940m3/s（管理開始以降最大）

14:20
流入量
300m3/s以下

（5:00避難所開設～6:53消防団救出活動）

6:53

4:30

6:20 
異常洪水時防災操作開始
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避難指示（防災無線）

6:40頃 浸水開始
（洪水氾濫シミュレーションより（暫定値））

消防団集合連絡

5:00 消防団集合、避難所開設準備完了

4:30
異常洪水時防災操作開始予定時刻 6:20

貯
水

位
（

EL
.m

）

消防団連絡 消防団活動

7/6 7/7

避難指示
「5:10」確定

3:37
異常洪水時防災操作開始予定時刻 6:20
の可能性

4:30
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6:40
放流量 約1410m3/s

※本資料に掲載した数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります
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平成３０年７月豪雨における野村ダムに係る情報伝達等の状況（２）



※例：6時の実績・予測雨量（6時00分～7時00分までの雨量） 出典：第２回「野村ダム・鹿野川ダムの操作に関わる情報提供等に関する検証等の場」資料より
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平成３０年７月豪雨 野村ダム流域の雨量・流入量の予測と実績

○平成３０年７月豪雨における野村ダムでは、各予測時刻の雨量予測は、その都度見直されるが、いずれも予測と
実測は乖離。

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の精査等により変更する場合があります。

【6時00分予測】
約1,750m3/s

【5時00分予測】
約940m3/s

【4時00分予測】
約1,100 m3/s

予測雨量

7/7

実績最大流入量
1,942m3/s(7時40分)

予測最大流入量（予測雨量よりダム流入量を予測）



○活発な梅雨前線の影響により、鹿野川ダム上流域の２日間の累加雨量は計画の降雨量を超過。

○鹿野川ダムでは、洪水４日前の７月３日から事前に水位を低下させ、通常の洪水調節容量1,650万m3に、570万
m3を加えた2,220万m3の容量を確保しており、洪水時には約2,360万m3を貯留。

○7月7日4時30分に洪水調節の開始を関係機関に連絡し、7日5時10分に「異常洪水時防災操作を開始する見込
み」、6時20分に「7時30分頃に異常洪水時防災操作を開始する見込み」である旨を事務所長から大洲市長にホッ
トラインにより伝達。7時30分には大洲市より避難指示が発令され、防災無線により各戸及び屋外のスピーカー
により繰り返し放送される。6 時18分には住民の周知のため、警報所のサイレンの吹鳴、警報所及び警報車のス
ピーカーによる注意喚起を実施。
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鹿野川ダム

愛媛県

流域平均雨量（48時間）

H30.7 計画

計画の約1.1倍
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洪水時最高水位 89m

最大流入量 毎秒約3,780m3

（管理開始以降最大）

計画高水流量（2,750m3/s）
流入量

放流量

貯水位

● ﾎｯﾄﾗｲﾝ
避
難
指
示

発
令

避難指示発令後、繰り返し放送

7月3日から事前に水位を低下

1時間に47mmの
激しい雨

累加340mm超過

累加340mm超過

4:30 洪水調節開始の連絡

5:10 開始見込み

6:20 7時30分頃開始見込み

7:30

6:18 放流警報による注意喚起

肱川水系肱川（愛媛県）における鹿野川ダムの防災操作（洪水調節）
ひじかわ かのがわひじかわ

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の精査等により変更する場合があります。



平成30年７月豪雨におけるダムの状況や特徴

岩屋ダム
（水資源機構）

いわや

引原ダム
（兵庫県）

ひきはら

旭川ダム
（岡山県）

あさひがわ

庄原ダム
（広島県）

※自然調節

しょうばら

野呂川ダム
（広島県）

のろがわ

野村ダム
（四国地方整備局）

のむら

鹿野川ダム
（四国地方整備局）

かのがわ

北谷ダム
（福岡県）

※自然調節

きたたに

中山川ダム
（山口県）

※自然調節

なかやまがわ

一庫ダム
（水資源機構）

ひとくら

日吉ダム
（水資源機構）

ひよし

椋梨ダム
（広島県）

むくなし

寺内ダム
（水資源機構）

てらうち

四川ダム
（広島県）

※自然調節

しかわ

○平成30年7月豪雨で洪水調節を行った213ダムのうち、22ダムは洪水調節容量の６割以上を使用。

※事前放流実施

※事前放流実施
※事前放流実施

平成30年7月豪雨で洪水調節を実施した
213ダムの洪水調節容量使用率毎の割合

※本資料に掲載した数値は速報値であるため、今後の精査等により変わる場合があります

福富ダム
（広島県）

※自然調節

ふくとみ

三室川ダム
（岡山県）

※自然調節

みむろがわ

○長時間にわたる降雨による
複数のピーク流量を形成す
る洪水により、洪水調節容
量を長時間にわたり使用し
続けたダム。

○急激な降雨の増大による鋭
いピーク流量を形成する洪
水により、洪水調節容量を
短時間で一気に使用したダ
ム。

○事前放流を実施してもなお
洪水調節容量を使い切り、
異常洪水時防災操作へ移
行したダム。

○下流河川の流下能力等に
応じた暫定的な操作規則に
おいて、洪水調節容量を使
い切り、異常洪水時防災操
作へ移行したダム。

＜22ダムの特徴＞

河本ダム
（岡山県）

こうもと 楢井ダム
（岡山県）

※自然調節

ならい

藤波ダム
（福岡県）

※自然調節

ふじなみ

仁賀ダム
（広島県）

※自然調節

にか

御調ダム
（広島県）

※自然調節

みつぎ

灰塚ダム
（中国地方整備局）

※自然調節

はいづか
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９割以上

(10ダム，5%)

８割～９割

(1ダム，1%) ７割～８割

(6ダム，3%)

６割～７割

(5ダム，2%)

５割～６割

(13ダム，6%)

４割～５割

(13ダム，6%)

３割～４割

(21ダム，9%)

３割未満

(144ダム，68%)

※事前放流実施

【凡例】

：防災操作（洪水調節）を実施していないダム（345ダム）

：洪水調節容量使用率が６割未満のダム（191ダム）

：洪水調節容量使用率が６割以上のダム（22ダム）

うち、異常洪水時防災操作を実施していないダム（14ダム）

うち、異常洪水時防災操作を実施したダム （ 8ダム）
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四川
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福富
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御調

中山川

仁賀

藤波

北谷
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実績降雨量/計画降雨量

○ダムの実績降雨量と計画降雨量の比と実績最大流入量と計画最大流入量の比の関係

※本資料に掲載した数値等は速報値であるため、今後の精査等により変わる場合があります

（参考）平成30年7月豪雨におけるダムの計画に対する実績降雨量と最大流入量

26

※１ 実績最大流入量：平成３０年７月豪雨によるダム地点の実績最大流入量
※２ 計画最大流入量：各ダムにおける計画最大流入量
※３ 実績降雨量：平成３０年７月豪雨による各ダムの計画降雨継続時間内の実績降雨量
※４ 計画降雨量：各ダムの計画降雨継続時間内の計画降雨量

道府県 異常洪水時防災操作を実施したダム

直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

道府県 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
道府県 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

直轄・機構 異常洪水時防災操作を実施したダム
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野村ダム（四国地方整備局） 鹿野川ダム（四国地方整備局）
のむら かのがわ

※事前放流実施、暫定的な操作規則

▼最高貯水位EL170.83m
洪水時最高水位EL170.20m 洪水時最高水位EL89.00m

最大流入量
1942m3/s

最大放流量
1797m3/s

▼最高貯水位EL89.63m

最大流入量
3800m3/s
最大放流量
3742m3/s

7時35分
異常洪水時防災操作移行

6時20分
異常洪水時防災操作移行

岩屋ダム（水資源機構）

一庫ダム（水資源機構）

いわや

ひとくら

最高貯水位

▼EL423.79m洪水時最高水位EL424.00m

洪水時最高水位EL152.00m

最大流入量1340m3/s

最大放流量945m3/s

最大流入量626m3/s

最大放流量

332m3/s

4時42分

異常洪水時防災操作移行

最高貯水位

EL150.90m▼

※事前放流実施、暫定的な操作規則

※暫定的な操作規則

13時05分

異常洪水時防災操作移行

※本資料に掲載した数値等は速報値であるため、今後の精査等により変わる場合があります

洪水貯留準備水位EL166.20m 洪水貯留準備水位EL84.00m 平常時最高貯水位
EL411.00m

洪水貯留準備水位
EL135.30m

（洪水調節容量使用率10割以上）

（洪水調節容量使用率9割以上）

（洪水調節容量使用率9割以上）（洪水調節容量使用率10割以上）

日吉ダム（水資源機構）
ひよし

最高貯水位

▼EL201.40m
洪水時最高水位

EL201.00m

洪水貯留準備水位
EL178.50m

（洪水調節容量使用率10割以上）

最大流入量1258m3/s

最大放流量

907m3/s

4時05分

異常洪水時防災操作移行

洪水時最高水位EL473.70m
最高貯水位

▼EL472.73m

洪水貯留準備水位EL471.00m

（洪水調節容量使用率8割以上）

最大流入量285m3/s

最大放流量

135m3/s9時15分

異常洪水時

防災操作移行

引原ダム（兵庫県）
ひきはら

※暫定的な操作規則 ※事前放流実施

河本ダム（岡山県）
こうもと

最高貯水位

▼EL225.21m

洪水時最高水位

EL225.00m

洪水貯留準備水位
EL218.00m

（洪水調節容量使用率10割以上）

最大流入量877m3/s

最大放流量747m3/s

23時00分

▼異常洪水時防災操作移行

野呂川ダム（広島県）
のろがわ

最高貯水位

▼EL134.53m
洪水時最高水位

EL134.40m

平常時最高貯水位
EL124.40m

（洪水調節容量使用率10割以上）

23時50分

▼異常洪水時防災操作移行

最大流入量187m3/s

最大放流量178m3/s

（参考）平成30年7月豪雨における防災操作（洪水調節）で洪水調節容量使用率が6割以上の22ダムにおける洪水調節状況（１）

※事前放流実施
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はいづか

※自然調節方式灰塚ダム（中国地方整備局）

最大流入量994m3/s
最大放流量393m3/s

▼最高貯水位EL243.14m

洪水時最高水位

EL247.30m

平常時最高貯水位
EL231.20m

（洪水調節容量使用率6割以上）

寺内ダム（水資源機構）
てらうち

▼最高貯水位EL128.19m

洪水時最高水位

EL131.50m

平常時最高貯水位
EL121.50m

（洪水調節容量使用率6割以上）

最大流入量337m3/s

最大放流量120m3/s

▼最高貯水位EL108.84m

洪水時最高水位

EL110.00m

洪水貯留準備水位
EL103.50m

（洪水調節容量使用率7割以上）

最大流入量2949m3/s

最大放流量2397m3/s

旭川ダム（岡山県）
あさひがわ

三室川ダム（岡山県）
みむろがわ

※自然調節方式

洪水時最高水位

EL506.5m
最高貯水位EL502.76m▼

平常時最高水位
EL492.5m

（洪水調節容量使用率6割以上）

最大流入量121m3/s
最大放流量51m3/s

ならい

※自然調節方式楢井ダム（岡山県）

最大流入量22m3/s

最大放流量13m3/s

▼最高貯水位EL337.05m

洪水時最高水位

EL338.00m
平常時最高水位
EL333.80m

（洪水調節容量使用率6割以上）

椋梨ダム（広島県）
むくなし

最高貯水位

▼EL263.74m

洪水時最高水位

EL265.00m

洪水貯留準備水位
EL260.60m

（洪水調節容量使用率6割以上）

最大流入量506m3/s

最大放流量404m3/s

みつぎ

※自然調節方式御調ダム（広島県）

洪水時最高水位

EL175.3m
最高貯水位EL170.34m▼

平常時最高水位
EL157.6m

（洪水調節容量使用率6割以上）

最大流入量200m3/s 最大放流量123m3/s

仁賀ダム（広島県）
にか

※自然調節方式

最高貯水位

▼EL158.36m
洪水時最高水位

EL160.00m

平常時最高水位
EL151.20m

（洪水調節容量使用率7割以上）

最大流入量89m3/s
最大放流量28m3/s

庄原ダム（広島県）
しょうばら

※自然調節方式

▼最高貯水位EL339.52m
洪水時最高水位

EL339.20m

平常時最高貯水位
EL328.90m

（洪水調節容量使用率10割以上）

最大流入量26m3/s

最大放流量14m3/s

非常用洪水吐き

越流開始

（参考）平成30年7月豪雨における防災操作（洪水調節）で洪水調節容量使用率が6割以上の22ダムにおける洪水調節状況（２）
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四川ダム（広島県）
しかわ

※自然調節方式

洪水時最高水位

EL163.30m

▼最高貯水位EL159.86m

平常時最高貯水位
EL148.50m

（洪水調節容量使用率6割以上）

最大流入量49m3/s

最大放流量20m3/s

福富ダム（広島県）
ふくとみ

※自然調節方式

▼最高貯水位EL328.57m

洪水時最高水位

EL330.50m

平常時最高貯水位
EL322.60m

（洪水調節容量使用率6割以上）

最大流入量372m3/s

最大放流量156m3/s

中山川ダム（山口県）
なかやまがわ

※自然調節方式

最高貯水位EL102.64m▼

平常時最高貯水位
EL98.00m

（洪水調節容量使用率9割以上）

洪水時最高水位

EL102.80m

最大流入量152m3/s
最大放流量44m3/s

北谷ダム（福岡県）
きたたに

※自然調節方式

▼最高貯水位EL283.98m

洪水時最高水位

EL284.00m

平常時最高貯水位
EL281.00m

（洪水調節容量使用率9割以上）

最大流入量5.5m3/s

最大放流量1.5m3/s

藤波ダム（福岡県）
ふじなみ

※自然調節方式

▼最高貯水位EL128.47m

洪水時最高水位

EL135.50m
平常時最高貯水位
EL123.00m

（洪水調節容量使用率6割以上）

最大流入量112m3/s

最大放流量90m3/s

（参考）平成30年7月豪雨における防災操作（洪水調節）で洪水調節容量使用率が6割以上の22ダムにおける洪水調節状況（３）
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30※本資料に掲載した数値等は速報値であるため、今後の精査等により変わる場合があります

（参考）ダムの洪水調節容量の評価【平成30年7月豪雨で洪水調節を実施したダム】（１－１）

※１ 洪水調節容量：各ダムの洪水調節容量（平成３０年７月豪雨の時期）
※２ 流域面積：ダム地点上流の流域面積

道府県 異常洪水時防災操作を実施したダム

直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

道府県 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
道府県 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

直轄・機構 異常洪水時防災操作を実施したダム
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（参考）ダムの洪水調節容量の評価【平成30年7月豪雨で洪水調節を実施したダム】（１－２）

○ダムの相当雨量（ダム洪水調節容量（カット率補正）／流域面積）

※本資料に掲載した数値等は速報値であるため、今後精査等により変わる場合があります

※１ 洪水調節容量：各ダムの洪水調節容量（平成３０年７月豪雨の時期）
※２ 流域面積：ダム地点上流の流域面積

道府県 異常洪水時防災操作を実施したダム

直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

道府県 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
道府県 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

直轄・機構 異常洪水時防災操作を実施したダム

流
量

雨
量

ダムへの計画最大流入量

流入量
計画最大放流量

A

B

洪水調節容量のカット率補正について

カット率 ＝
【A】計画最大流入量

【B】（計画最大流入量－計画最大放流量）

○洪水調節容量を以下のカット率で割って補正
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32※本資料に掲載した数値等は速報値であるため、今後の精査等により変わる場合があります

（参考）ダムの洪水調節容量の評価【平成30年7月豪雨で洪水調節を実施したダム】 （２－１）

○ダムの相当雨量と計画降雨継続時間内の実績雨量の関係

※相当雨量：洪水調節容量を流域面積で除した数値（単位:mm）

道府県 異常洪水時防災操作を実施したダム

直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

道府県 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
道府県 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

直轄・機構 異常洪水時防災操作を実施したダム
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道府県 異常洪水時防災操作を実施したダム

直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

道府県 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
道府県 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

直轄・機構 異常洪水時防災操作を実施したダム
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（参考）ダムの洪水調節容量の評価【平成30年7月豪雨で洪水調節を実施したダム】 （２－２）

○ダムの相当雨量（カット率補正）と計画降雨継続時間内の実績雨量の関係

流
量

雨
量

ダムへの計画最大流入量

流入量
計画最大放流量

A

B

相当雨量のカット率補正について

カット率 ＝
【A】計画最大流入量

【B】（計画最大流入量－計画最大放流量）

○相当雨量を以下のカット率で割って補正

※本資料に掲載した数値等は速報値であるため、今後の精査等により変わる場合があります
※１ 相当雨量：洪水調節容量を流域面積で除した数値（単位:mm）
※２ 上記グラフについては、表示範囲外に位置するダムがある
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野呂川

河本

道府県 異常洪水時防災操作を実施したダム

直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

道府県 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
道府県 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

直轄・機構 異常洪水時防災操作を実施したダム

34

（参考）ダムの洪水調節容量の評価【平成30年7月豪雨で洪水調節を実施したダム】 （２－３）

○ダムの相当雨量（カット率補正）と計画降雨継続時間内の実績雨量の関係

流
量

雨
量

ダムへの計画最大流入量

流入量
計画最大放流量

A

B

相当雨量のカット率補正について

カット率 ＝
【A】計画最大流入量

【B】（計画最大流入量－計画最大放流量）

○相当雨量を以下のカット率で割って補正

※本資料に掲載した数値等は速報値であるため、今後の精査等により変わる場合があります

異常洪水時防災操作を実施したダムについて、
平成30年7月豪雨の実績総雨量で評価した場合

※１ 相当雨量：洪水調節容量を流域面積で除した数値（単位:mm）
※２ 上記グラフについては、表示範囲外に位置するダムがある



豪雨災害後の治水対策が効果を発揮 【信濃川水系刈谷田川（H16.7洪水、H23.7洪水）】【事 例】
かりやたがわしなのがわ
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7/29 7/30 

←最大流入量：203m3/s

←最大放流量：90m3/s

洪水ピーク流量を

約６割低減

防災操作

7/28

洪水ピーク流量を

約７割低減

操作規則変更前水位

容量振替により

約70万m3容量確保

次の洪水に備え

約220万m3の容量確保
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7/14 

最大流入量：275m3/s→

←最大放流量：212m3/s

防災操作

7/13

異常洪水時防災操作

洪水ピーク流量を

約2割低減

○平成16年7月洪水において、刈谷田川では433mmの降雨を記録。刈谷田川ダムは異常洪水時防災操作に
移行したものの、約325万m3を貯留し、ピーク流量を約2割低減するなど被害軽減を図ったが、
家屋浸水などの被害が発生。

○再度災害防止に向け、刈谷田川では、災害復旧等関連緊急事業や災害復旧助成事業などにより河川改修
や遊水地整備を行うとともに、刈谷田川ダムでは、利水容量の一部（約70万m3）を洪水調節容量に
振り替え、操作規則を変更。

○平成23年7月洪水でも、総雨量400mmを超える降雨を記録したが、洪水による浸水被害を解消。

平成16年7月洪水の概要 平成23年7月洪水の効果再度災害防止 実施内容

刈谷田川ダム洪水調節図 約325万m3を貯留

総雨量 433mm

全半壊家屋：361戸
浸水家屋：2,197戸 浸水面積：1,153ha

長岡市（旧中之島町）・見附市で被害発生

○河川改修等（平成16～22年度）
・災害復旧等関連緊急事業

堤防嵩上げ、河道掘削 等
・災害復旧助成事業

築堤、河道掘削、遊水地 等

○刈谷田川ダム（平成21年度）
・利水容量の振り替え（約70万m3）
・操作規則の変更

（一定開度方式→自然調節方式）

総雨量 410mm

約171万m3を貯留刈谷田川ダム洪水調節図

洪水による浸水被害を解消

17.72 平成23年7月30日洪水

20.38 平成16年7月13日洪水

7.13水害では越水

2.66ｍ水位低下
21.10堤防高

信濃川 刈谷田大堰地点での水位低下効果

※この他、事前防災としての河川改修なども実施している。 35



H30年7月洪水の水位

河川改修をしていなかった場合の水位計画高水位

約0.5mの水位低減

日吉ダム洪水調節による流量低減が無い場合

約1mの水位低減

嵐山地区（渡月橋付近）の水位低下効果

豪雨後の治水対策が効果を発揮 【淀川水系桂川（H25.9洪水、H30.7洪水）】【事 例】

○平成25年9月洪水において、桂川では345mmの降雨を記録。日吉ダムは約4,460万m3を貯留し、
ピーク流量を約9割低減するなど被害軽減を図ったが、家屋浸水などの被害が発生。

○再度災害防止に向け、桂川では、河川改修(河道掘削・堰撤去等）を実施中。
○平成30年7月洪水でも、平成25年9月洪水の1.22倍となる421mmの降雨を記録し、日吉ダムは、

約4,400万 m3を貯留し、ピーク流量を約9割低減し、洪水による浸水被害を大幅に軽減。
その後、異常洪水時防災操作に移行したものの、洪水ピーク時間を約16時間遅らせ、避難時間を確保。

平成25年9月洪水の概要 平成30年7月洪水の効果再度災害防止 実施内容

日吉ダム洪水調節図 約4,460万m3を貯留

流域平均雨(48h) 345mm

浸水家屋：93戸 浸水面積：10ha

京都市(嵐山地区)で被害発生

○河川改修等（平成26年～実施中）
・河道掘削・堰撤去 等

流域平均雨量(48h) 421mm 【1.22倍】

約4,400万m3を貯留

嵐山地区（渡月橋付近）における浸水範囲低減効果

洪水による家屋浸水を大幅に軽減

※この他、事前防災としての河川改修なども実施している。
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9/15 9/16 

←最大流入量：1,690m3/s

←最大放流量：504m3/s

洪水ピーク流量を

約９割低減

防災操作

9/17 

※下流水位の低下を確認

しながら放流を実施

日吉ダム洪水調節図
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7/5 7/6 

最大流入量：1,254m3/s→

←最大放流量：907m3/s

洪水ピーク流量を

約９割低減

防災操作

7/7 

異常洪水時防災操作

洪水ピークを約16時間

遅らせ避難時間を確保

よどがわ かつら

36



豪雨災害後の治水対策が効果を発揮 【阿武隈川水系阿武隈川（H10.8洪水、H23.9洪水）】【事 例】
あぶくまがわ あぶくまがわ
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←最大流入量：355m3/s

最大放流量：100m3/s→

防災操作

下流へ洪水を

全量低減

特別防災操作

洪水ピーク流量を

約７割低減

○平成10年8月洪水において、阿武隈川では208mmの降雨を記録。三春ダムは約960万m3を貯留し、
ピーク流量を約6割低減するなど被害軽減を図ったが、２箇所で堤防決壊し、多数の死者・負傷者、
家屋浸水などの被害が発生。

○再度災害防止に向け、阿武隈川では、平成の大改修として短期集中的に河川改修などを実施。
○平成23年9月洪水でも、平成10年8月洪水を超える218mm降雨を記録したが、洪水による浸水被害を

大幅に軽減。また、三春ダムは特別防災操作による洪水の全量カットにより、阿武隈川上流域の堤防越水の
危険を回避。

平成10年8月洪水の概要 平成23年9月洪水の効果再度災害防止 実施内容

三春ダム洪水調節図 約960万m3を貯留

流域平均雨量(2日) 208mm

死者・負傷者:20名
全半壊家屋：69戸 浸水家屋：3,590戸

阿武隈川で堤防決壊(2箇所)し、被害発生

○河川改修等（平成10～12年度)
築堤、護岸整備 等（平成の大改修）

流域平均雨量2日) 218mm 【約1.05倍】

約800万m3を貯留三春ダム洪水調節図

〔H10〕 〔H23〕
浸水面積(ha) 1,846 ⇒ 約320 （約８割減）
浸水戸数(戸) 1,917 ⇒ 約740 （約６割減）

阿武隈川上流域の被害軽減効果
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計画高水位 全量カットあり 9.25m

全量カットなし 9.40m0.15m低減

堤防天端まであとわずか
全量カットによる洪水調節
がなければ堤防を越水する
恐れ

降雨の終息を精度良く予測でき、
特別防災操作により、更に水位低下

堤防越水の危険を回避

阿武隈川 阿久津水位観測所

※この他、事前防災としての河川改修なども実施している。
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最高貯水位 EL.327.08m ▼

8/29 8/30 

←最大流入量：265m3/s

最大放流量：100m3/s→

洪水ピーク流量を

約６割低減

防災操作

37

下流への洪水
を全量低減
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9/28 9/30 

最大流入量：3,450m3/s→

最大放流量：2,559m3/s→
洪水ピーク流量を

約３割低減

防災操作 異常洪水時防災操作
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貯水位(m)流量(m3/s)

流入量

放流量

貯水位

洪水時最高水位 EL.283.0m

洪水貯留準備水位 EL.270.0m

最高貯水位 EL.280.46m ▼

9/1 9/3 

←最大流入量：1,896m3/s

←最大放流量：1,495m3/s

洪水ピーク流量を

約４割低減

防災操作

9/2 9/4 

○平成16年9月洪水において、宮川では352mmの降雨を記録。宮川ダムは異常洪水時防災操作に移行した
ものの、約2,530万m3を貯留し、ピーク流量を約3割低減するなど被害軽減を図ったが、家屋浸水などの
被害が発生。

○再度災害防止に向け、宮川では床上浸水対策特別緊急事業、横輪川では災害復旧助成事業などにより
河川改修を行うとともに宮川ダムでは、操作規則を変更、利水容量の一部を事前放流する運用を開始。

○平成23年9月洪水でも、平成16年9月洪水を超える375mmの降雨を記録したが、宮川では洪水による
浸水被害を大幅に軽減し、横輪川では洪水による浸水被害を解消。

平成16年9月洪水の概要 平成23年7月洪水の効果再度災害防止 実施内容

宮川ダム洪水調節図 約2,530万m3を貯留

流域平均雨量(12h) 352mm

宮川：浸水家屋：159戸 浸水面積：37.1ha
横輪川：浸水家屋：78戸 浸水面積：29ha

伊勢市で外水氾濫し、被害発生

○河川改修等（平成16～23年度）
・床上浸水対策特別緊急事業(宮川)

築堤、河道掘削 等
・災害復旧助成事業(横輪川)

堤防嵩上げ、河道掘削 等

○宮川ダム(平成17,19年度)
・操作規則の変更

（洪水調整開始流量の見直し）
・利水容量の一部を事前放流

流域平均雨量(12h) 375mm 【1.07倍】

約2,020万m3を貯留宮川ダム洪水調節図

▽ＨＷＬ

河川整備が無かった場合の水位

H23.9洪水位
堤防整備

宮川(8.4KP）での水位低下効果

最低地盤高

約1.2m
水位低下

2.4m

河道掘削
(樹木伐採)

横輪川では洪水による浸水被害を解消
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現行規則貯水位
（EL.281.83m）

新規則貯水位

（EL.280.43m）
1.4m貯水位低下

500m3/s

600m3/s

計画最大流入量 2,500m3/s

1,500m3/s※毎正時値で整理

※毎正時値で整理

※この他、事前防災としての河川改修なども実施している。

豪雨災害後の治水対策が効果を発揮 【宮川水系宮川・横輪川（H16.9洪水、H23.9洪水）】【事 例】
みやがわ みやがわ よこわがわ
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豪雨災害後の治水対策が効果を発揮 【鳴瀬川水系吉田川（S61.8洪水、H27.9洪水） 】【事 例】
なるせがわ よしだがわ
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9/10 9/11 

←最大流入量：91m3/s

←最大放流量：39m3/s

洪水ピーク流量を

約６割低減

防災操作70
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平常時最高貯水位 EL.97.6m ▼ 最高貯水位 EL97.9m

9/10 9/11 

←最大流入量：188m3/s

←最大放流量：103m3/s

洪水ピーク流量を

約5割低減

防災操作

○昭和61年8月洪水において、吉田川では289mmの降雨を記録。４箇所で堤防決壊し、家屋浸水などの
被害が発生。

○再度災害防止に向け、吉田川では、激甚災害対策特別緊急事業などにより河川改修を行うとともに、
昭和61年8月洪水以前より整備を進めていた、南川ダム、宮床ダムを完成。

○平成27年9月洪水でも、昭和61年8月洪水の約1.1倍なる324mmの降雨を記録したが、洪水による
浸水被害を大幅に軽減。

昭和61年8月洪水の概要 平成27年9月洪水の効果

再度災害防止 実施内容

約165万m3を貯留
流域平均雨量(2日) 289mm

浸水家屋：890戸 浸水面積：1,100ha

吉田川で堤防決壊(4箇所)し、
大崎市(旧鹿島台町）、松島町、大郷町、
大和町で被害発生

流域平均雨量(2日) 324mm 【1.12倍】

約41万m3を貯留
南川ダム

洪水調節図

大崎市(旧鹿島台町)、松島町では
洪水による浸水被害を解消し、
堤防越水の危険を回避

○河川改修等（昭和61～平成2年度）
・激甚災害対策特別緊急事業

築堤、河道掘削 等

○南川ダム（昭和62年完成）

○宮床ダム（平成9年完成）

宮床ダム
洪水調節図

築堤 築堤

河道掘削

H27.9洪水水位

S61.8洪水時水位

河川整備の被害軽減効果

※この他、事前防災としての河川改修なども実施している。 39
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7/20 7/22

最大流入量：4,043m3/s→

防災操作

7/21 7/23 

異常洪水時防災操作

724

予備放流

洪水ピーク流量を

約1割低減
最大放流量：3,572m3/s→
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流入量
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貯水位

洪水時最高水位 EL.160.0m

洪水貯留準備水位 EL.121.1m

▼ 最高貯水位 EL.132.62m 

6/18 6/20

最大流入量：1,951m3/s→

←最大放流量：1,274m3/s洪水ピーク流量を

約5割低減

防災操作

6/19 6/21 

操作規則変更前水位

容量振替により

約2,300万m3容量確保

最低水位 EL.115.6m

予備放流

川内川 宮之城観測所での水位低下効果

○平成18年7月洪水において、川内川では295mmの降雨を記録。鶴田ダムは異常洪水時防災操作に移行
したものの、約7,500万m3を貯留し、ピーク流量を約１割低減するなど被害軽減を図ったが、家屋浸水
などの被害が発生。

○再度災害防止に向け、川内川では激甚災害対策特別緊急事業などにより河川改修を行うとともに、鶴田
ダム再開発事業では、放流設備増強、利水容量等(2,300万m3)を洪水調節に振り替え、操作規則を変更。

○現在までに、平成18年7月洪水と同規模の降雨は観測していないものの、平成28年4月の運用後最大
となる平成30年6月洪水では、約2,000万m3を貯留し、ピーク流量を約5割低減。

平成18年7月洪水の概要 平成30年6月洪水の効果再度災害防止 実施内容

鶴田ダム洪水調節図 約7,500万m3を貯留

流域平均雨量(12h) 295mm

浸水家屋：2,347戸 浸水面積：2,777ha

薩摩川内市、さつま町などで被害発生

○河川改修等（平成18～23年度）
・激甚災害対策特別緊急事業

築堤、河道掘削、分水路 等

○鶴田ダム再開発(平成19～29年度)
・放流設備の増強
・利水容量等の振り替え

(2,300万m3)
・操作規則の変更

約2,000万m3を貯留鶴田ダム洪水調節図

現 況 の 操 作 規 則
一定率・一定の階段操作

再開発後の操作ルール
Ｑ＝０．５×（Ｑ－６００）＋６００

Ｑ1

Ｑ２

Ｑ３

Ｑ４

2,400m3/s

V=10.0百万m3

V=20.0百万m3

V=35.0百万m3

ピーク流量

T600 T１ T２ T３ T４

時間T →

（m3/s）

←

流
量

600m3/s
900m3/s

1,100m3/s

1,400m3/s

階段操作：激特事業実施前の河道の流下能力を考慮
・ 900m3/s：宮之城地区床下浸水発生前
・1,100m3/s：湯田地区被害急増前流量
・1,400m3/s：湯田・宮之城地区流出家屋発生前流量

現 況 の 操 作 規 則

一定率・一定量の階段操作

※この他、事前防災としての河川改修なども実施している。

豪雨災害後の治水対策が効果を発揮 【川内川水系川内川（H18.7洪水,H30.6洪水）】【事 例】
せんだいがわ せんだいがわ
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○異常豪雨によってダムの洪水調節容量を使い切ってしまうことに対し、

対応すべき課題（１）

論点 対応すべき課題

Ⅰ．

洪水貯留準備操作（事前放流）により、よ
り多くの容量を確保することはできない
のか

・降雨やダム流入量の予測精度（数日前）
・水位低下後に貯水位が回復しなかった場合の渇水被害リスク
・利水容量の確保を求める利水者の同意を得ること
・利水容量内の水を放流する際の機能の課題（放流設備の位置、

放流能力、水位低下速度等） 等

Ⅱ．

異常洪水時防災操作に移行する前の通
常の防災操作（洪水調節）の段階で、より
多く放流することはできないのか

・下流河川の流下能力不足による制約
・貯水位が低い時点での放流能力による制約 等

Ⅲ．

気象予測に基づく防災操作（洪水調節）
の高度化を行うことはできないのか

・降雨量やダム流入量の予測精度（数時間前）
・早い段階から浸水が発生して避難が困難になるとともに、予測が

外れた場合には、本来回避できたはずの被害が発生すること
・リスクに関する地域の認識の共有 等

Ⅳ．

洪水調節容量を増やすことはできないの
か

・ダムのかさ上げ等におけるダムの型式やダムサイトの地形・地質条
件、既設ダムを運用しながらの工事など、制約条件のもとでの設
計・施工

・他の目的の容量の振替 等
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○ダム操作に関わる情報が住民の避難行動に繋がっていないことに対し、

論点 対応すべき課題

Ⅴ．
平常時からの情報提供
～認識の共有～

・ダム下流河川における浸水想定図が作成されていないなど、リスク情報が住
民等に十分に周知されていないこと

・ダムの機能や操作（異常洪水時防災操作を含む）が十分に認知されていない
こと

・ダムの操作に関する情報等が災害時の適切な行動に十分に活用されていな
い（平常時からの備えが行われていない）こと 等

Ⅵ．
発災時の住民への情報提供

～「伝える」から「伝わる」、「行
動する」へ～

・住民等に緊急性や切迫感が必ずしも十分に伝わっていないこと
・市町村の避難勧告等の発令と連携しつつ情報伝達範囲や手段の充実が求め

られること

・ダム下流の住民にダムの貯水池の状況（特に貯水位の変化）が十分に伝わっ
ていないこと

・多くの防災情報があるにもかかわらず利用されていない（情報過多、アクセス
性が悪い等） 等

Ⅶ．

緊急時の市町村への情報提
供
～判断につながる情報提供～

・ダム操作に関する情報やその意味、伝達されるタイミングなどが市町村長に
認知、共有されていないこと

・ダム放流情報等と避難情報の発令等の関連が明確になっていないこと 等

対応すべき課題（２）
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Ⅰ．洪水貯留準備操作（事前放流）により、より多くの容量を確保することはできないのか(１)

課題 ・降雨やダム流入量の予測精度（数日前）
・水位低下後に貯水位が回復しなかった場合の渇水被害リスク
・利水容量の確保を求める利水者の同意を得ること

渇水被害リスク
①降雨予測（数日前）では大きな降雨を予測
②よって、洪水貯留準備操作（事前放流）により最大1.5m/日程度で貯水位を低下
③しかし、実際には予測ほどの降雨がなかった
④その結果、放流量を減量したが貯水位が回復しなかった（実績総雨量は累計約7mm） 43

水位低下速度は最大1.5m/日 程度

23日14時 EL162.70m

21日10時30分 事前放流開始

当面の制限水位 EL164.2m

総雨量の時系列変化（48時間総雨量の予測と実績総雨量の比較）とダムの貯水位変化（野村ダム：台風20号）

①8月20日 19時05分
南予100～200mm

②8月21日 19時47分
多いところ100～200mm

④8月22日 18時26分
多いところ300～400mm ⑤8月23日 8時18分

太平洋側 800mm 瀬戸内側 500mm
局地的に2日で1,000mmの大雨のおそれ

実績総雨量は累計約７mm

③8月22日 5時51分
台風20号西日本上陸の恐れ
西日本豪雨並みの雨

21日10時30分
２０mmを超える降雨予測をもとに低下を継続

⑥8月23日 12時00分
四国の多いところで800mm

【地方気象台からの気象情報】

水位を低下させたが回復せず

③

①

②

④



▽ 平常時最高貯水位
（常時満水位）

▽ 洪水時最高水位
（サーチャージ水位）

・利水容量内の水を放流する際の機能の課題（放流設備の位置、放流能力、水位低下速度等）

利水容量

堆砂容量

○放流能力

放流能力が小さい利水放流管等では、
数日間で放流できる量に制約がある

水位低下速度

水位を低下するにあたっては、下流河川や
貯水池の安全性を考慮する必要がある

×

○利水容量内での放流設備の位置

低い位置に放流設備がない場合は、水位を
低下させることのできる高さに制約がある
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課題

Ⅰ．洪水貯留準備操作（事前放流）により、より多くの容量を確保することはできないのか(２)



Ⅱ．異常洪水時防災操作に移行する前の通常の防災操作（洪水調節）の段階で、

より多く放流することはできないのか

・下流河川の流下能力不足による制約
・貯水位が低い時点での放流能力不足による制約

▽堤防未整備時の流量

▽堤防整備後の流量

▽堤防未整備時の流量

時間
ダム流下量（放流量）

時間

ダムへの流入量 施設整備後
ダム流下量（放流量）

堤防整備前

堤防整備後

下流河川の流下能力が不足する場合、下流
河川の流下能力に見合った放流量で通常
の防災操作を行わなければならない

下流河川の流下能力向上にあわせて、
通常の防災操作（洪水調節）の段階で、
ダム流下量（放流量）を増量

流量

流量
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▽ 洪水時最高水位（サーチャージ水位）

▽ 平常時最高貯水位（常時満水位）

▽ 洪水貯留準備水位（制限水位）

ダムへの流入量

施設整備前
ダム流下量（放流量）

課題

貯水位が低い時点での放流能力

貯水位が低い時点では、放流能力が小さい放流管等の
場合は初期の洪水を貯留してしまい、ピーク時に確保で
きる洪水調節容量に制約がある

※また、貯水位が低い場合は、水圧が低く、放流管を流れる量が
小さくなる。



Ⅲ．気象予測に基づく防災操作（洪水調節）の高度化を行うことはできないのか（１）
※気象予測により、あらかじめ計画を超える規模の洪水であることが予想されれば、違った操作が考えられるのではないか。

・降雨量やダム流入量の予測精度（数時間前）

◯気象予測に基づく防災操作（洪水調節）を行おうとした場合、予測と実測との乖離が課題となる
（平成３０年７月豪雨における野村ダムでは、各予測時刻の雨量予測は、その都度見直されるが、いずれも予測と実測は乖離。）

※例：6時の実績・予測雨量（6時00分～7時00分までの雨量） 出典：第２回「野村ダム・鹿野川ダムの操作に関わる情報提供等に関する検証等の場」資料より 46

課題

【6時00分予測】
約1,750m3/s

【5時00分予測】
約940m3/s

【4時00分予測】
約1,100 m3/s

予測雨量

7/7

実績最大流入量
1,942m3/s(7時40分)

予測最大流入量（予測雨量よりダム流入量を予測）



Ⅲ．気象予測に基づく防災操作（洪水調節）の高度化を行うことはできないのか（２）
※気象予測によりあらかじめ計画を超える規模の洪水であることが予想されれば、早くからダムの放流量を増加させるなどの操作が考えられるのではないか。

流
量

雨
量

ダムの計画洪水

ダムの計画降雨

流
量

雨
量

実績

流入量

放流量

降雨量予測

流入量予測

現時点

(計画)

流
量

大きな
被害が発生

計画規模の洪水
計画を大きく超える
流入を予測

B.大規模洪水を想定した操作

放流量

流入量
流
量

A‘.予測を下回る洪水
だった場合

放流量

流入量

被害なし

この時点の予測情報で判断

Ｂ‘.予測を下回る洪水
だった場合

時間時間

時間

時間

被害が
発生
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流
量

放流量

流入量

時間

流
量

放流量

流入量

時間

課題
・早い段階から浸水が発生して避難が困難になるとともに、予測が外れた場合には、本来回避
できたはずの被害が発生すること
・リスクに関する地域の認識の共有

○仮に、早い段階で、計画規模を大きく超えるダムへの流入量が精度よく予測できた場合、地域の被害形態に応じ、早くからダムか
らの放流量を増加するような操作も考えられるが、その場合、早い段階から浸水被害が発生し、避難行動も困難になる。また、予測
が外れて中小規模の洪水だった場合、回避できたはずの浸水被害に対する社会的理解等を含め、地域の合意等が課題となる。

早くから
浸水が発生
※早めの避難が必要

回避できる
はずの被害
が発生

A.現行計画に従った操作



流量

時間

予測流入量

放流量

被害が発生

予測流入量

放流量

被害が発生

計画規模を大きく超える洪水を予測し、早めに異常洪
水時防災操作に移行した結果、予測が的中した場合

※点線は現行操作の場合

計画規模を大きく超える洪水を予測し、早めに異常洪
水時防災操作に移行した結果、予測を下回る洪水だっ
た場合

実際の
流入量

※点線は現行操作の場合流量

時間

早めに移行しなければ回避できるはずの浸
水被害が発生

＝実際の流入量

早くから浸水被害が発生
早めの避難が必要

ピーク流量が減少

Ⅲ．気象予測に基づく防災操作（洪水調節）の高度化を行うことはできないのか（３）
※気象予測によりあらかじめ計画を超える規模の洪水であることが予想されれば、早くからダムの放流量を増加させるなどの操作が考えられるのではないか。

○仮に、早い段階で、計画規模を大きく超えるダムへの流入量が精度よく予測できた場合、異常洪水時防災操作への移行を早める
ような操作も考えられるが、その場合、早い段階から浸水被害が発生し、避難行動も困難になる。また、予測が外れて中小規模の
洪水だった場合、回避できたはずの浸水被害に対する社会的理解等を含め、地域の合意等が課題となる。
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課題

・早い段階から浸水が発生して避難が困難になるとともに、予測が外れた場合には、本来回避
できたはずの被害が発生すること

・リスクに関する地域の認識の共有



【参考】気象予測に基いて操作を実施している例

降雨継続中に『降雨量』を高い精度で予測しながら防災操作（洪水調節）を実施することは現状
では困難であるが、「降雨が無い」見通しは比較的精度良く予測できるため、現在でも気象予
測に基づく操作として特別防災操作を実施している。

更にダムへ貯
留し下流への
流量を低減

○洪水後期に次の洪水が発生しないことが見込まれる場合などにおいて、下流河川の浸水被害などを軽減させる
ために、ダム下流の自治体からの要請に基づき、通常よりも多くの水をダムに貯留する特別防災操作を実施。

○なお、特別防災操作の実施にあたっては、洪水調節中に今後の降雨やダムへの流入量の増加が予測されない
場合など、洪水調節終了の見通しが確実な場合にのみ実施。

特別防災操作の基本的なハイドロ

特別防災操作

実施事例（八田原ダム H28.6月洪水）

流
量

ダムへの
流入量

ダムからの
放流量

通常操作

時間

ダ
ム
に
貯
留

八田原ダムの流域平均雨量

流
量

累
加

雨
量

(m
m

)

時
間

雨
量

(m
m

)

22日13時 23日0時

通常操作時の貯留量
88万m3

23日10時

八田原ダムの防災操作

特別防災操作による
追加貯留量

330万m3

最大流入量 286m3/s

通常操作時の
放流量

193m3/ｓ

適応操作時の放流量 50m3/ｓ
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Ⅳ．洪水調節容量を増やすことはできないのか

・ダムのかさ上げ等に当たってはダムの型式やダムサイトの地形・地質条件などの制約
・他の目的の容量の振替が必要

堆砂掘削

既設ダムのかさ上げに
よる貯水容量の拡大 堆砂掘削による有効容量の増大、維持

● 容量の拡大

死水容量

洪水調節容量

堆砂容量

利水容量

目
的
別
の
容
量
の
振
替

放流管の増設

堆砂容量

洪水調節容量

利水容量

貯
水
容
量
の
増
大

堆砂対策

かさ上げ

既設ダム

● 目的別の容量の振替● 堆砂対策（有効容量の増大、維持）

目的別の容量の振替による
洪水調節容量の増大

ダム型式やダムサイトの地形・地質条件、改造する場合の堤体の
安定性への影響、掘削した土砂の搬出先の確保等が制約となる

ダムの参加事業者の同
意が必要
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課題



Ⅴ．平常時からの情報提供 ～認識の共有～ （１）

・ダム下流河川における浸水想定図が作成されていないなど、リスク情報が住民等に十分に周
知されていないこと

51

課題

【関係機関通知・住民等周知】

発災時の
防災情報 プッシュ型配信

洪水予報 水位情報

ダム放流情報
※ダム操作規則

ホットライン（水位情報）

ホットライン（ダム放流情報）

【市町村長】

（氾濫危険情報、氾濫発生情報）

【一般住民へ】

※河川管理者からの情報

※浸水想定図が作成されて
いない

洪水予報河川 水位周知河川

ダム

平常時の
防災情報

洪水浸水想定区域図

洪水ハザードマップ

川の防災情報（リアルタイムデータ） 河川水位・雨量、ダム関係諸量データ、河川状況画像等

川の防災情報（リアルタイムデータ） 河川水位・雨量、ダム関係諸量データ、河川状況画像等

●ダム直下流区間の
情報提供のあり方

＜市町村を含む関係機関通知＞
●通知のタイミング（避難時間考慮）のあり方
●避難情報との連動のあり方
●ダム放流等の予測情報の提供のあり方
＜サイレンや警報等の住民周知＞
●住民通知の区間や装置のあり方

●情報提供の内容改善のあり方



Ⅴ．平常時からの情報提供 ～認識の共有～ （２）

・ダムの機能や操作（異常洪水時防災操作を含む）が十分に認知されていないこと
・ダムの操作に関する情報等が災害時の適切な行動に十分に活用されていない（平常時から

の備えが行われていない）こと

□防災用語の理解度の実例

水害時の避難・応急対策の今後の在り方について（報告）（H28.3内閣府公表）より引用

約８割弱の住
民が防災用語
の意味を理解
していない。

自宅が浸水する前に、約８割以上の
住民が「浸水しない」と思っていた。

○（消防団員から避難するよう促され）道路冠水程
度に思っていた。
○町が沈むレベルの放水だと言ってくれていれば
引っ張ってでも連れてきたのに・・・。
○ダムがあるから大丈夫だと思っていた
○ハザードマップなど最悪の事態を想定した被害
予測などを事前に周知してほしかった。

平成30年7月豪雨における住民の声【各種報道より】

□災害リスクの認知度の実例

52

課題

ワークショップ

防災訓練の必要性

避難訓練



Ⅵ．発災時の住民への情報提供 ～「伝える」から「伝わる」、「行動する」へ～（１）

・住民等に緊急性や切迫感が必ずしも十分に伝わっていない

○野村ダム、鹿野川ダムの対応事例。異常洪水時防災操作移行の周知について、緊急性がより切迫感を持って伝えられるように試行的に実施中。

警報車

警報所

標示板

（50秒） （5秒） （50秒） （5秒） （50秒）

吹　鳴 休止 吹　鳴 休止 吹　鳴

【サイレンの吹鳴回数を変更】

（約1分） （10秒） （約1分） （10秒） （約1分） （10秒） （約1分） （10秒） （約1分）

吹　鳴 休止 吹　鳴 休止 吹　鳴 休止 吹　鳴 休止 吹　鳴

野村ダム

鹿野川ダム

２回繰り返し

【スピーカー（各警報所・警報車）から切迫感の伝わるアナウンスに変更】

【警報表示板の表示を切迫感の伝わる文面に変更】

野村ダムの下駄馬警報表示板及び鹿野川ダムの柚木警報表示板

ダム放流中 ダム放流増加 非常事態

「異常洪水時防災操作に移行する予定。厳重に警戒して下さい」

「これまでに経験のないような洪水です。ただちに命を守る行動をとってください」

サイレン

スピーカー

×１回

×１回

見直し

異常洪水時防災操作以外：１回 異常洪水時防災操作：１回から２回繰り返しへ見直し

異常洪水時防災操作

見直し

異常洪水時防災操作

異常洪水時防災操作以外 異常洪水時防災操作
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課題



【警報区間】

ダムの操作によって放流された流水が下流の河川の水位を著しく上昇させる場合に、その危険を一般に周知する必要のある
範囲で、下流の水位変動の限度※を超えると予測される区間を考慮するとともに河川の利用状況等から判断して必要と認めら
れる区間として設定。警報区間の設定は異常洪水時防災操作による水位上昇の影響を考慮する必要がある。

Ⅵ．発災時の住民への情報提供 ～「伝える」から「伝わる」、「行動する」へ～ （２）

・ダム下流の住民にダムの貯水池の状況（特に貯水位の変化）が十分に伝わっていない
・市町村の避難勧告等の発令と連携しつつ情報伝達範囲や手段の充実が求められる
・多くの防災情報があるにもかかわらず利用されていない（情報過多、アクセス性が悪い等）

警報設備

※一般の河川利用者に確実
に警告の内容を伝達し、ま
た、河川内へ立ち入らない
ように警告するための設備。

ダム管理所

警報区間

警報区間
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課題



Ⅶ．緊急時の市町村への情報提供 ～判断につながる情報提供～

・ダム操作に関する情報やその意味、伝達されるタイミングなどが市町村長に認知、共有されて
いない

・ダム放流情報等と避難情報の発令等の関連が明確になっていない

被災自治体の経験から学ぶノウハウ（水害サミット※からの発信）

「災害時にトップがなすべきことは」より抜粋 出典「新改訂 防災・減災・復旧 被災地からおくるノウハウ集」 水害サミット実行委員会編

１．「命を守る」ということを最優先し、避難勧告を躊躇してはならない。

２．判断の遅れは命取りになる。何よりもまず、トップとして判断を早くすること。

３．「人は逃げない」ということを実感した。人は逃げないものであることを知っておくこと。
人間の心には、自分に迫りくる危険を過小に評価して心の平穏を保とうとする強い働きがある。
避難勧告のタイミングはもちろん重要だが、危険情報を随時流し、緊迫感をもった言葉で語る等、逃げない傾向を持つ人を
逃げる気にさせる技を身につけることはもっと重要である。

※「水害サミット」は、大きな水害を体験した全国の自治体の市町村区長が集まり、自らの水害体験を通じて得た経験や教訓などを語りあい、全国に発信し、防災、減災に
役立てることを目的として、平成１７年度より毎年開催（主催：水害サミット実行委員会）。

平成３０年７月豪雨を踏まえた首長の発言（各種報道より）

○ 私（市長）を含め多くの人が、ダムが守ってくれるという安心感を持っていたと思う。
○ （放流量予測情報の市民への情報提供について）混乱した状況でそういう判断ができなかった。
○ 避難について考えていく必要があると反省している。（避難情報は）確実に伝える方法を考えたい。
○ （ホットラインの情報について）雨の降り方が本当に尋常でなく、どういう事態になるか想定できなかった。
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方策 課題 対応すべき内容

Ⅰ．洪水貯留準備操作（事
前放流）による、より多く
の容量の確保

降雨量等の予測精度（数日前）、
貯水位が回復しなかった場合の渇
水被害リスク、利水者の事前合意

利水者との調整等による洪水貯留準備操作（事前放流）の充実

洪水貯留準備操作（事前放流）の高度化に向けた降雨量やダム
流入量（数日前）の予測精度向上

利水容量内の放流設備の位置や
放流能力等の制約

洪水貯留準備操作（事前放流）を充実させるためのダム再生の
推進

Ⅱ．異常洪水時防災操作
に移行する前の通常の
防災操作（洪水調節）の
段階で、より多くの放流

下流河川の流下能力不足による
制約

洪水調節機能を有効に活用するためのダム下流の河川改修の
推進

貯水位が低い時点の放流能力等に
よる制約

利水容量の治水活用による洪水調節機能の強化

洪水調節機能を強化するためのダム再生の推進

Ⅲ．気象予測に基づく防災
操作（洪水調節）

降雨量・ダム流入量予測
（数時間前）の精度

予測が外れた場合のリスク

地域の認識共有

防災操作（洪水調節）の高度化に向けた降雨量やダム流入量
（数時間前）の予測精度向上

気象予測等に基づくダム操作の高度化を行う場合の環境整備等
の対応

Ⅳ．洪水調節容量の増大

ダム型式、地形、地質・施工条件等
の制約（ダムかさ上げ等）

他の目的を持つ容量の振替

ダムの適切な維持管理・長寿命化の推進（容量を確保するため
の土砂対策等）

利水容量の治水活用による洪水調節機能の強化【再掲】

洪水調節機能を強化するためのダム再生の推進【再掲】

※全体に関連

ダムの操作規則の点検

ダム下流河川の改修やダム再生等により可能となる操作規則の
変更

ダムの洪水調節機能を強化するための技術の開発・導入

気候変動による将来の外力の増大（降雨パターンの変化等を含
む）への対応

： 直ちに対応すべきこと ： 速やかに着手して対応すべきこと ： 研究・技術開発等を進めつつ対応すべきこと※凡例

対応すべき内容（１）
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○より効果的なダムの操作や有効活用



方策 課題 対応すべき内容

Ⅴ．平常時からの
情報提供

～認識の共有～

ダム下流の浸水想定図等
が作成されていない

ダム下流河川における浸水想定図等の作成

ダム下流の浸水想定等の充実と活用（市街地における想定浸水深等の表示等）

ダムの機能や操作等が十
分に認知されていない

ダムの操作に関する情報提供等に関わる住民への説明
ダムの操作に関する情報提供等に関わる住民説明の定例化

情報が災害時の適切な行
動に十分活用されてない

ダムの洪水調節機能を踏まえた住民参加型の訓練
ダムの洪水調節機能を踏まえた住民参加型訓練の定例化

Ⅵ．緊急時の住民へ
の情報提供
～「伝える」から「伝わ
る」、「行動する」へ～

緊急性や切迫感が十分に
伝わっていない

ダム貯水池の状況が十分
に伝わっていない

防災情報が利用されてい
ない

洪水時のダムの貯水池の状況を伝えるための手段の充実や報道機
関への情報提供
緊急時に地域の住民にとって有用となる防災情報ツールの共有
異常洪水時防災操作へ移行する際の放流警報の内容や手法の変更

ユニバーサルデザイン化された防災情報の提供、伝わりやすい防災用語の検討

プッシュ型配信等を活用したダム情報の提供の充実
ダムに関する情報伝達手法に関する技術開発
水害リスクを考慮した土地利用

情報の伝達範囲や手段等
の充実

放流警報設備等の改良
放流警報設備等の施設の耐水化
電力供給停止時におけるダム操作に必要な電源等の確保

Ⅶ．緊急時の市町村
への情報提供
～判断につながる
情報提供～

市町村長が避難情報の発
令を判断するために必要と
なる情報やその意味と伝
達されるタイミング

ダム情報と避難情報の発
令の関係の明確化

大規模氾濫減災協議会へのダム管理者の参画
避難勧告等の発令判断を支援するためのトップセミナーの開催
避難勧告等の発令判断を支援するためのトップセミナーの定例化
避難勧告等の発令判断を支援するための連絡体制強化
ダムの洪水調節機能を踏まえた避難勧告着目型タイムラインの整備

ダムの洪水調節機能を踏まえた避難勧告着目型タイムラインの充実

： 直ちに対応すべきこと ： 速やかに着手して対応すべきこと ： 研究・技術開発等を進めつつ対応すべきこと※凡例

対応すべき内容（２）
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○より有効な情報提供や住民周知



※全体に関連

かさ上げ

既設ダム

Ⅰ．洪水貯留準備操作（事前放流）による多くの容量の確保 Ⅱ．異常洪水時防災操作に移行する前の通常の防災操作
（洪水調節）の段階で、より多くの放流

利水者等との調整による洪水貯留
準備操作（事前放流）の充実

洪水貯留準備操作（事前放流）を
充実させるためのダム再生の推進

▽堤防整備後の流量

▽堤防未整備時の流量

洪水調節機能を確保するためのダム下流の河川改修の推進

施設整備前
ダム流下量（放流量） 時間

ダムへの流入量
施設整備後

ダム流下量
（放流量）

流量

ダム下流の河川

ダムの適切な維持管理・長寿命化の推
進（容量を確保するための土砂対策等）

洪水調節機能を強化するためのダム再生の推進

容量の増大

堤防整備

ダムの操作規則の点検

ダムの洪水調節機能を強化する
ための技術の開発・導入

下流河川の流下能力不足により、ダムの有する放流能力よりも減量して放流している
ダムにおけるダム下流の河川改修の推進

あらかじめ利水者の協力等を得て、事
前放流の充実を図り、より多くの容量
を確保

事前放流を充実させるため、より多くの容
量をより短期間で確保するための放流能
力の増強

Ⅲ．気象予測に基づく防災操作（洪水調節）の高度化

洪水調節の高度度化に向けた降雨量や
ダム流入量（数時間前）の予測精度向上

気象予測に基づくダム操作の高度化
を行う場合の環境整備等の対応

将来的に気象予測等に基づく操作を行う
とした場合において、予測と異なる結果と
なった場合の浸水等の被害リスクを社会
的に受容し、リスクを考慮した地域づくり
などの環境整備や制度等のリスクの配分
の考え方に関する検討を実施

浸水被害
発生

＜計画規模を大きく超える洪水を予測し、早めに放流量を増加＞

流
量 浸水被害

発生

流
量

流入量
放流量

ピーク放流量
の減少

早くから浸水被害が発生
早めの避難が必要

本来回避できるはず
の浸水被害が発生

点線（青）は
現行操作

②予想を下回る洪水だった場合①予想が的中した場合

流入量

降雨量予測精度
の向上

ダム流入量予測
精度の向上

予測精度の向上に基づく
ダムの操作の高度化

洪水調節容量

利水容量

事前放流により
容量を確保

死水容量

洪水調節容量

堆砂容量

利水容量

目
的
別
の
容
量
の
振
替

放流管の増設

堆砂容量

洪水調節容量

利水容量

気候変動による外力の増大（降雨
パターンの変化等を含む）への対応

洪水調節機能を強化するため
のダム再生の推進

事前放流の高度化に向けた降雨量やダム流入量（数日前）の予測精度向上

アンサンブル予測の活用や流域内の利水ダムも含めたダム群で治水・利水等の役割を
カバーするバックアップ制度に関する方法論の確立に向けた検討等を含め、技術開発
の推進

堆砂掘削

利水容量の治水活用による洪水調節機能の強化

Ⅳ．洪水調節容量の増大

ダムを含む治水計画等へ考慮する方法
について検討

河川の改修やダム再生等によ
り可能となる操作規則の変更

各ダムの事前放流の実施上の課題、ダ
ム下流河川の整備状況等によるダム操
作の課題等を点検し、課題を解消

ダム操作のトレードオフの関係を踏まえつ
つ関係者と認識共有

維持管理や施工、ダム管理等に関する
技術について、AI活用等も含め、先端
的な技術の開発

・降雨量やダム流入量の予測精度を向上させ
る技術開発（レーダー等による短時間降雨
予測含む）

・ダム管理の観点から操作を高度化するにあ
たり求められる予測精度の明確化

利水容量の治水活
用、放流能力の増
強、ダムの嵩上げ等
により、ダム再生の
推進

利水容量の治水活用、放流能力の増強、
ダムの嵩上げ等により、ダム再生の推進

58

「より効果的なダム操作や有効活用」について対応すべき内容



防災トップセミナー

Ⅴ．平常時からの情報提供～認識の共有～ Ⅵ．発災時の住民への情報提供 ～「伝える」から「伝わる」、「行動する」へ～

Ⅶ．緊急時の市町村への情報提供
～判断につながる情報提供～

放流警報設備等の改良

ダムの洪水調節機能を踏まえた住民参加型の訓練
・訓練の定例化

ダム下流河川における浸水想定図等の作成

【（例）スピーカー（各警報所・警報車）から切迫感の伝わるアナウンスに変更】
旧：「異常洪水時防災操作に移行・・・・・・」 ⇒ 新：「これまでに経験のないような洪水・・、直ちに・・・・・」

異常洪水時防災操作へ移行する際
の放流警報の内容や手法の変更

ダム下流河川の浸水想定図の充実と活用
（市街地における想定浸水深等の表示等）

ダムの操作に関する情報提供等に関わる住民への
説明 ・定例化

ダムの洪水調節機能を踏まえた避難勧告着目型タ
イムラインの整備 ・充実

大規模氾濫減災協議会へのダム管理者の参画
緊急時に地域の住民にとって有用となる防災情
報ツールの共有

・その地域の
住民の避難
行動に有益な
ウェブサイト
等の防災情
報ツールを共
有
・市町村と連
携した整備

避難勧告等を発令する市町村とも連携
しつつ、より切迫感を持って緊急性を伝
えられるような警報手法に変更

停電時の機械室の状況
（イメージ）

放流警報設備等の施設の耐水化

・ダムの操作やその際に提供される情報とその意味、避難行
動との関係に関する説明や訓練の実施（ダムの機能やその
限界についても理解を深める）

電力供給停止時におけるダム操作に必
要な電源等の確保

市町村とも調整しつつ、警報区間の見直
し、サイレンやスピーカ等の設備改良等

洪水時のダムの貯水池の状況を伝えるための
手段の充実や報道機関への情報提供

住民が危機レベルを直感できるようなユニバーサルデザイン
化された防災情報の提供、伝わりやすい防災用語の検討

プッシュ型配信等を活用したダム情報等
の提供の充実

地元ケーブルテレビを活用したダム貯水池の情報提供

プッシュ型配信等の調整・整備（エリアメール
の活用等）

※ダム管理者から直接的に住民等に情報提
供するための検討▼地域の

スーパー
マーケットに
設置された
地域気象情
報モニター

（三重県伊
勢市中島学
区）

ダム放流量等の危険度レベルを用いたカラー表示の情報発信の試行

ダムに係る情報伝達手法に関する技術開発

河川の４段階の水位表示と同色

レベル１（安全）：

レベル２（注意）：

レベル３（危険）：

レベル４（非常）：

表示イメージ

避難勧告等の発令判断を支援するためのトップセミナーの
開催・定例化

避難勧告等の発令判断を支援するた
めの連絡体制強化

・ダム放流情報等と避難行動を整理した防災行動
計画の策定

ダム管理者が大
規模氾濫減災協
議会へ積極的に
参画し、ダム情
報の認識共有・
連携強化

避難訓練

・タイムライン
の更新・改
善・充実

トップセミナーの開催、定
例化、より実践的なセミ
ナーとなるよう改善・充実

・住民説明会等の定例化、ダム操作の体現型ツールを用い
るなど工夫

リエゾン派遣

ワークショップ

大規模氾濫減災協議会

住民説明会 ダム操作室における説明会

放流警報設備の浸水後の状況
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「より有効な情報提供や住民周知」について対応すべき内容

・ダムの貯水
位等の情報
提供
・報道機関へ
の情報提供

水害リスクを考慮した土地利用

浸水想定図（イメージ図）

ハザードマップ作成支援
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委員提供資料



最近の災害から思うこと
• 地球温暖化の影響が出だしているのではないか？
• 今までの常識が通用しない。

• 豪雨：より頻繁に、より強力に、初めての地域に＝＞未経験
• 西日本豪雨：梅雨豪雨で、強力ではないが、広域で長期間

• 後悔しない、地球温暖化への適応
• 気候変動将来予測を軸にした適応
• 治水の基礎体力の増強
• 自助・共助としての防災力の増強
• ともに時間がかかる。じわじわでも温暖化進行の方が早い。＝＞後悔し

ない早い目そして計画的な対応が必要！

• では、何を？どの優先順に適応するか？
• 将来予測の共有
• 災害からの教訓

• 水工学・土木工学・気象学”研究”として抜けているものはない？
• 土砂災害が洪水や浸水をより誘発する危険度は高くなる（複合災害）な

ど
• レーダー等を用いた短時間降雨予測と利用の強化
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中北委員 提供資料（1）



平成30年7月豪雨と温暖化、意見
平成30年の西日本豪雨の特徴を大枠でまとめますと、

① 梅雨豪雨としては珍しく、長期間に広い範囲でたくさんの総雨量がもたらさ
れた、

② それによって満身創痍になっていた多くの山腹斜面・河川流域・ダム貯水池
で、通り過ぎていったそう強くない豪雨の一波二波がトンカチのごとく土砂
崩壊、洪水、ダムの小貯水池からの緊急放流をもたらした。（第一回でお見
せした動画も参照ください）

③ そのため、情報伝達、避難に関して多くの視点をもたらした、

となります。満身創痍とは山腹斜面、河川流域の山々、ダム貯水池が水で満杯
になっていて、それ以上少しでも豪雨があると土石流・斜面崩壊・崖崩れが生じ
たり、河川流域の山々からすでに満杯の川やダム貯水池に雨水が流出したりしや
すい状態を言っています。耐えることのできる限界にあっことを言っています。
そして事実、その上で加えての豪雨がやってきたのです。トンカチ役のそう強く
ない豪雨の一波二波はレーダー等を使った短時間降雨予測の強化と利用を図る必
要がある。

では、温暖化による将来予測との関係はどうでしょうか？（中北研究室による
10月28日時点での解析結果）

① 線状降水帯型梅雨豪雨の頻度は将来増加する。これまでほとんどなかった地
域でも生起する。同じ強雨の継続時間内でも、その時間内での強雨総雨量は
増大する。

② しかし、西日本豪雨のように停滞する大気のパターンは、九州北部豪雨と違
い、将来増える兆候は見られません。

③ 豪雨の餌となる流入水蒸気量は、勿論現在気候でも将来気候でも珍しく多い
範疇になります、将来はより珍しくはなくなります。したがって、総降雨量
が増え温暖化適応が必要になります。 62

中北委員 提供資料（2）



参考資料
中北・小坂田(2017), Osakada and Nakakita (2018)、小坂田・中北(2018). 
（西日本豪雨については未発表だが、スライドとして新規に小坂田・中北(2018）
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中北委員 提供資料（3）



線状降水帯型梅雨豪雨発生頻度の将来変化
（5km領域気候モデルによる予測）

64

5%有意

10%有意

有意でない

＋ 20年合計発生
頻度の増加分

C3

+5

+10

+6
+4

-1+5+17

0+16
C2

+6

+13

+14
+4

-1+6+7

+6
+17

C1

+9

+20

+9
+6

+10+6+11

-1
+32

C0

+6

+7

+6
+7

+3+3+10

+3+11

（Osakada and Nakakita, 2018）

・全国的に梅雨豪雨は増加傾向
・特に，北日本や日本海側の地域では有意な増加

中北委員 提供資料（4）



a. 2017.07.九州北部豪雨（CX）
b. 2017.07.島根豪雨（CX）

i. 2012.07.亀岡豪雨（X）
h. 2012.08.宇治豪雨（X）

f. 2014.08.福知山豪雨（X）

c. 2016.06.熊本豪雨（CX）

e. 2014.08.広島豪雨（X）

k. 2012.07.北九州豪雨（X）
j. 2012.07.北九州豪雨_筑後（X）

l. 2010.07.可児豪雨（X）

d. 2014.09.胆振豪雨（X）

g. 2013.08.島根豪雨（X）

（積算雨量 ；mm）

（5０mm以上の強雨強度の継続時間 ；時間）

1200

1100

1000

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0
0 1 2 3 4

5
6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

p (108)
c0 (164)
c1 (210)
c2 (180)
c3 (170)

過去の線状降水帯型梅雨豪雨事
例との比較
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RCM05の現在事例は過去事例と大きく乖離していない．
さらに，2017年九州北部豪雨は現在では非常に極端な事例であった
一方，将来では特別極端ではないことがわかった．

定量的な情報である偏波のXバンドレーダ及びCX合成雨量情報
を用いて，過去の梅雨豪雨事例の積算雨量を解析．

2017九州北部豪雨

現在気候再現結果

将来気候予測結果（4アンサンブル）

MPレーダによる算定

中北委員 提供資料（5）



2018年西日本豪雨は…？
CX合成雨量による

2018.07.04 12:00 ~ 2018.07.07 11:59
3日間積算雨量
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広く極めて多い総雨量が
もたらされた中で、いわ
ゆる線上対流系ほどは強
すぎない雨域が通り過
ぎ、トンカチの役割を果
たした。

移動だったので、急勃発
するいわゆる線条対流系
とくらべて、レーダーで
予測ができやすかったは
ず。（要確認。）

楕円部はその中でも総雨
量が多かったところ。

前頁のグラフではどこに
位置する？
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a. 2017.07.九州北部豪雨（CX）
b. 2017.07.島根豪雨（CX）

i. 2012.07.亀岡豪雨（X）
h. 2012.08.宇治豪雨（X）

f. 2014.08.福知山豪雨（X）

c. 2016.06.熊本豪雨（CX）

e. 2014.08.広島豪雨（X）

k. 2012.07.北九州豪雨（X）
j. 2012.07.北九州豪雨_筑後（X）

l. 2010.07.可児豪雨（X）

d. 2014.09.胆振豪雨（X）

g. 2013.08.島根豪雨（X）

（積算雨量 ；mm）

（ 5０mm以上の強雨強度の継続時間 ；時間）

1200

1100

1000

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
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過去の線状降水帯方梅雨豪雨事
例との比較

2018年西日本豪雨において発生した豪雨のうち，本研究におけ
る“梅雨豪雨”の定義に合った豪雨について，CX合成雨量を用
いて解析．

これまでの私たちが用いてきた“梅雨豪雨”の定義では，現
在気候の中でも極端な事例とは言えない．

四国で発生した豪雨

広島と京都で発生した豪雨

何が異常であったか？どのような指標を用いてその異常さを
定義し，将来変化を評価すべきか？

現在気候再現結果

将来予測結果（4アンサンブル）

MPレーダによる算定

中北委員 提供資料（7）
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地域の誰もが知る場所（例：街のスーパー）、地域で実際に起きた災害の名前（例：○○台風）、直感的に災害
のイメージがわく表現（例：○○川が後１ｍで氾濫しそう）などを利用し、地域にとって重要な気象情報や河川情
報を、自分たち自身にとって身近な情報として置き換え利用することで、情報を我が事として捉え、いざ災害が
差し迫った際に、災害に対する危機感を円滑に共有する取り組みを実施。

住民自らが表現内容を考え、自分たちにとって重要な気象情報を確かめることを通して、気象情報の主体的な
利活用を図っている。また学校やスーパーマーケットなどに地域に関係する気象情報を表示するモニターを設
け、生徒・教員、住民が日常生活の中で、気象情報や河川情報に触れる機会を設けている。

京都大学防災研究所 巨大災害研究センター 矢守 ・ 気象・水象災害研究部門 竹之内
関連サイト：http://mhri.dpri.kyoto-u.ac.jp/takenouchi/miyagawa/

▼伊勢宮川中学校
に設置された地域
気象情報モニター

▼地域のスーパー
マーケットに設置さ
れた地域気象情報

モニター

リスクコミュニケーションを通じた知識の融合
災害リスクの意識の共有

市町村

気象台 研究機関

地域住民

河川事務所 都道府県

地域情報 地域主体 地域共有

①地域の身近な
言葉でわかりや
すく

②自分たちの情報
として、考え利用す
る機会を持つ

③地域で共有し、
事前に危険意識
を醸成する

度会橋むらさき水位超える情報

度会橋の水位が、むらさきの線（避難
判断水位）を超えました。宮川沿いで
はガマの発生が危惧されます。避難
が必要な皆さんは、避難の心積もりし
てください。

地域気象情報プロジェクト【三重県伊勢市中島学区】
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避難情報だけでなく、災害につながる地域の前兆現象（例：まずはこの水路から溢れてくる）、そしてそのような
危険に前もって気づくための気象情報の双方を活用し、地域住民自らが日常モードから災害モードに切り替える
タイミング（防災スイッチ）と行動を明確にすることで、危険になる前に災害対応に結びつける取り組みを実施。

「いつ」という行動タイミングを地域で前もって明確にし、「何を」するか決めておくことにより、判断の遅れや迷
いの防止の効果が期待される。また地域住民が普段利用する情報（例：交通情報や買い物情報）に、地域に関
係する気象情報を加えたポータルサイトを設け、日常的に防災スイッチに関係する気象情報に触れる機会を設
けている。

京都大学防災研究所 巨大災害研究センター 矢守 ・ 気象・水象災害研究部門 竹之内
関連サイト：http://mhri.dpri.kyoto-u.ac.jp/takenouchi/kawamo/

自分たちの身を自分たちで守るために
前もってみんなで決めた防災スイッチで

行動に移します!!

②地域気象情報
ポータルサイト

①地域の危険箇所
や前兆現象

防災
スイッチ

実際に見ることのできる周
囲の様子

テレビ、スマホ等から手に入
れることのできる情報

防災スイッチで、いつ・何をするかを明確化!!

危ない!!

日常モード 災害モード

午後は晴れ

防災スイッチプロジェクト【兵庫県宝塚市川面地区】
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